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１章 教育プログラムの概要 
 
久保田賢一（関西大学総合情報学部） 
 
１．１．はじめに 
 グローバル化が急速に進む現在、解決の糸口がつかみにくい問題に対して、積極的に対
処し、解決していく人材の育成が、高等教育において喫緊の課題として求められている。こ
のような高等教育に対する課題に応えるために、関西大学では 2007 年度に策定した長
期ビジョンにおいて、「『考動力』ある人材の育成」を掲げている。「考動」とは、「自らの頭で
自主的によく考え、自律的かつ積極的に行動する」ことを意味している。 
 本教育プログラムでは、その理念をグローバルな視野から具体化し、地域社会や国際社
会でリーダーシップを取りながら地球規模で発生する問題を解決することができる「考動力あ
ふれる人材」の教育プログラムのモデル化をめざしている。とくに、グローバル化を意識し、国
内をフィールドにするのではなく、アジアを中心とした開発途上国で活躍できる人材を育成し、
アジア地域での社会貢献をする活動を通して、学生が主体的に学ぶことのできる教育プログ
ラムはどのようなものか、実践されている４つの教育プログラムを事例に、実践可能性の高い、
アジアをフィールドとした教育プログラムを展開していく可能性について検討を加える。 
 
１．１．１．教育プログラムの目標 
 「社会人基礎力」、「グローバル人材」など 21 世紀に入り、社会の急激な変化に対応
するために、従来の能力概念を超えた〈新しい能力〉の必要性が議論されるようになってきた。
〈新しい能力〉は、単に知識やスキルを身に着けるだけでなく、社会が激しく変化する中で問
題状況を把握し、自ら目標を設定し、解決に向けて協働して取り組む力を含む概念である。
関西大学においても〈新しい能力〉概念を「考動力」と名づけ、「自らの頭で自主的によく考
え、自律的かつ積極的に行動する」関大人というビジョンを提示している。同様な考えのもと、
本教育プログラムにおいても、とくに以下にあげる 3 つの能力を育成することをめざしている。 
 
ａ）異文化間で協調しながら活動する力 
ｂ）英語コミュニケーション力 
ｃ）地球的視野で考える力 
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 これらの能力は、それぞれが独立しているのではなく、相互に関連しあっている総合的な力
である。学生は、アジアの国を訪問し、異文化環境に飛び込み、そこで暮らしている人たちと
生活を共にし、英語を使って現地の人間と積極的に協働する中で、そこで起きている問題
を自らの問題として捉えし、主体的に取り組めるようになることを本教育プログラムの骨子と
する。異文化で起きている問題は、そこでのローカルなものではなく、日本ともつながりのある
グローバルな問題としてとらえなおす力が求められる。 
 
１．１．２．サービスラーニングという教育プログラム 
 本教育プログラムを「サービスラーニング（Service Learning: 以下 SL と呼ぶ）」として
位置付ける。SL とは、サービス（社会奉仕）とラーニング（学習）の二つの側面をバラン
スよく取り入れ、学生が体験から生きた知識を学ぶ教育プログラムである。つまり、社会貢献
活動のなかに学びの要素を盛り込んでいる活動といえる（国際基督教大学サービス・ラーニ
ング・センター 2005）。 
 人が他者や社会に好意的な感情を持つようになるには、自分が相手から「受け入れられ
ている」「認められている」という手ごたえから始まる。誰かが自分のしていることに関心を向け
てくれる、自分のために誰かが何かをしてくれているという他者からの働きかけや、他者との交
流体験が基盤となり、他者と関わりたいという感情が生まれる。自分のしていることが他者の
役にたっている、そして感謝される体験は、自分が社会的な存在であるという自覚を促し、
社会に役に立つという有用感が生まれることで、さらに役に立ちたいという感情が育っていく。
SL は、人が社会的な存在であるという認識を深め、自主的に社会への働きかけをおこなう
きっかけを用意してくれる。 
 SL は、北米の大学で発達し、さまざまな領域での実践事例が報告されている (ex. 
Hutchinson 2011)。日本でも 2000 年以降多くの大学で導入され始めたが、まだ十分
に成熟した教育プログラムには至っていない。関西大学ではインターンシップなどの体験学習
をめざしたプログラムは用意されているが、SL に関しては充実しているとは言えない。本教育
プログラムの特徴は、アジアの国で実施することで異文化環境に対応できるグローバル人材
を、社会貢献と学習を取り入れた SL を通して育成することをめざしている。 
 先進的な事例として,2002 年に設立された早稲田大学の平山郁夫記念ボランティアセ
ンター（WAVOC）の活動を取り上げる 。「社会と大学をつなぐ」、「体験的に学ぶ機会を
広く提供する」、「学生が社会に貢献することを応援する」という 3 つの理念をもち、早稲田
大学の社会貢献を推進する活動を実践している。設立以来、のべ 13 万人以上が
WAVOC のプログラムに参加し、積極的に学生が社会に対して働きかけようとする活動を支
援している。現場体験で学んだことを大学での学術的な知をつなげ、広い教養と深い専門
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性を身に付け、卒業後はグローバルな視点で社会に貢献する人材として期待されている。オ
ープン科目として、ボランティア論などの講義科目と「カンボジアの文化遺産の保全と村づくり
への国際協力実習」などの体験的学習科目が用意され、単位を与えている。学生が主体
的に取り組むプロジェクトもあり、大学が公認団体として認定し、資金や広報活動の支援を
おこなっている。 
 早稲田大学のこのような取り組みをまだ多くの大学が実施しているわけではないが、SL を
正規科目としてカリキュラムに組み入れたり、プロジェクトを大学として公認し、支援をしたりす
る取り組みは、少しずつではあるが増えている。関西大学においても、このような取り組みを
大学としてどのように実施できるか、今後検討を重ねていく必要があるだろう。 
 
１．２．モデル化を目指すプログラム 
 SL を取り入れた３つの教育プログラムを取り上げ、カリキュラムを目標に沿って開発し、形
成的評価を実施する。以下の３つの教育プログラムの概要を説明する。 
 
１）フィリピン・チルドレン・プロジェクト（PCP） 
 フィリピン・チルドレン・プロジェクト（PCP）は、2010 年度（平成 22 年）から関西大学
の学生が参加する教育プログラムである。関西大学では春学期初めに募集をおこない、事
前・事後の活動に参加できる学生を中心に選抜をおこなう。関西大学の学生は毎年、６
から 12 人が参加している。 
 ８月中旬に 10 日間、フィリピンのアンヘレス市を訪問し、主に養護施設でリコーダーの演
奏の仕方を指導する。事前研修として、学生はリコーダーの教え科方について学習する。小
学校と大学での文化交流。リコーダーの指導をおこなう。タガログ語やリコーダー教授法の他
にフィリピン事情、保健衛生講座、学外施設での講義や実習を行う。現地では、小学校に
おけるリコーダー指導に加え、ホーリーエンジェル大学における交流も行う。単位にすると４単
位相当となり、それ以外の準備作業の時間を換算すれば、実際には６単位以上の学習
量となる。事後研修として学内で報告会を催し、学外のディベート大会に参加するなどの言
語化を試みさせる。そして年度内に文集（報告書）や DVD を完成させてプロジェクトは終
了する。 
 参加した学生のうち数名はプログラムの支援をする役割を担うために、翌年は一般メンバ
ーの資格で PCP に参加する。2010 年の PCP に参加した６名の学生メンバーのうち３名
は、2011 年の企画段階から参画し、現地ではリーダーシップ、あるいはリーダーシップ・フォロ
ワシップ（補佐力）を発揮してプロジェクトの成功の一翼を担った。本教育プログラムに参
加し、フィリピンに興味を持ち、フィリピンに 1 年間留学した学生もいる。 
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２）フィリピン・フィールドスタディ（PFS） 
 専門演習の活動の一環として、1996 年から毎年、ゼミのフィールドスタディとして 15 から
20 名の学生が参加してきた。当初は、タイ、マレーシア、オーストラリア、インドなど様々な国
を訪問したが、10 年前からフィリピンに定着をしてきた。ゼミ担当教員がフィリピンに海外ボラ
ンティアとして 2 年間活動してきたため、フィリピンとの人的ネットワークがあり、フィールドスタデ
ィの対応がしやすいからだ。ゼミ活動の一環としておこなうため、フィールドスタディを軸に 1 年
間のプログラムが開発されてきた。 
 春学期は、サブゼミとして毎週専門演習の時間とは別にフィールドスタディの準備のための
時間を取り、学生が自主的に学習する場を設けた。4 年生のアドバイスのもと 3 年生自身
が自主的に計画を立てる。たとえば、航空券の手配、日程の調整、訪問先との連絡、宿泊
の予約など、すべて自分たちで計画を立てる。また、フィリピンの社会、歴史について交代で
調べてきたことを発表する。フィリピン訪問中、大学などで日本についての発表を予定してい
るため、日本の社会状況などを英語で説明できるようしたり、交流会の出し物として、歌やダ
ンスなどの練習をしたりする。コミュニケーションはおもに英語でおこなうため、週 90 分の英語
コミュニケーションの時間を作り、英語で自己紹介や会話の練習も行っている。 
 フィールドスタディは、毎年夏休み期間中に行われる。2，3 週間、フィリピンに滞在し、保
育園、小学校、高校、大学、NGO、政府機関など様々な団体を訪問し、フィリピンについ
て理解を深める。2013 年度は次の団体を訪問した。 
 
①ブラカン大学、フィリピン工科大学 
学生間の交流を深めるためのワークショップや歌とダンスの披露し合い、また現地の学生と
ともに歴史的な建物を見学した。 
②NGO 
日本に出稼ぎに出かけたことのある女性を支援するバティス女性センターでは、日本とフィ
リピンの間の問題点や日本人の男性との間に生まれた子供の養育費に関する説明を受
けた。ゴミの集積場のあるパヤタスでは NGO による保育園やフリースクールを訪問した 
③政府機関 
海外雇用庁では、フィリピン人の海外での労働状況に関する話を聞いた。日本大使館で
は、ミンダナオ和平に関する日本政府の取り組みに関する話を聞いた。 
④社会起業家 
ユニカセ・レストランはストリートチルドレンが独り立ちできるように、レストランでの仕事を提
供している。フィリピンの貧困問題についての状況を学んだ。 
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⑤児童養護施設 
ミンダナオ島にあるハウスオブジョイという養護施設を訪問し、子どもたちと遊んだり、料理を
作ったりして、養護施設での生活を体験した。 
⑥学生ジャーナリズム全国大会 
フィリピン全土の 20 あまりの大学から学生が集まり、ニュースレター、ラジオ番組、ポスター、
映像作品などの制作を競い合った。 
  
これらの訪問先は、教員のアドバイスのもと学生自身が決め、相手側と連絡を取り合い、
日程を調整する。2 名ほど 4 年生がアドバイサーとして参加する。4 年生にとっても下級生
指導は大きな学びにつながる。 
 帰国後、秋学期にはフィールドスタディで学んだことを下級生、他ゼミの学生、保護者など
に報告をする会を持つ。相手に合わせてプレゼンの内容を変えるなど、どのようにすれば効果
的な発表ができるか検討を加えるので、深い振り返りを促すことができる。ビデオ作品と報告
書を印刷物として作成して活動を終える。 
 
３）カンボジア・協働活動プロジェクト（CCAP） 
 本全学の学生を対象に募集をおこない、2011 年の夏にカンボジアを訪問し、大学との交
流や NGO 活動の支援をおこなう目的で実施された。2012 年は短期留学の奨学金を受
けることができたため、応募者は 30 人を超えたが、選考を実施し 9 名を派遣した。 
 カンボジアの学生の受入は、2011 年 12 月から 3 回にわたって行われた。しかし、2013
年は、短期留学の奨学金を受けることができず、国際交流基金からの助成でまかなった。
10 名から 5 名に縮小した。 
 活動は、農村部の小学校において、校門の建設、小学校での保健教育、図書館の充
実などの活動をおこなった。日本の絵本を英語とクメール語に翻訳した。カンボジアの絵本を
寄贈するとともに、教師に対して図書館の運営方法、読み聞かせ指導の方法などの研修を
おこなった。他にも、日本の小学校とカンボジアの小学校間で行われる交流学習を支援す
る取組などを行っている。 
 次章より、各プログラムの詳細な内容および成果と課題について報告する。 
 
参考文献 
Hutchinson, M. (2011) Measuring Engagement Impact on Communities: 
Challenges and Opportunities. Journal of Higher Education Outreach and 
Engagement, 15(3) pp. 31-44. 
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２章 フィリピン・チルドレン・プロジェクト（PCP） 
 
澤山利広（関西大学国際部） 
 
２．１．プログラムの概要 
 
国及び地域  ：フィリピン共和国・パンパンガ州アンヘレス市 
渡 航 期 間  ：平成 24 年８月 10 日～平成 24 年８月 19 日（10 日間） 
参 加 人 数  ：8 人（3 年１人，2 年 2 人，1 年 5 人） 
 
【プログラムの目的】 
本学学生のフィリピン共和国での活動を通じた、現地の初等教育レベルの情操教育分
野への寄与と本学学生の育成である。 
一般に、大学生・院生は，国際協力を行うための語学力と技術力を持ち合わせていな
い。そのような学生が派遣前の授業科目と正課外教育によって必要な知識とスキルを身に
つけ、ルソン島パンパンガ州アンヘレス市圏の孤児院と小学校において国際情操教育協力
を行う。派遣後研修では，参加者が現地活動の言語化・映像化によって体験を咀嚼し、
社会貢献活動で高い成果を生み出すための行動特性，すなわちコンピテンシーの向上を
狙いとしている。 
また、アヘンレスでのプログラムは、本学の「アジアと連携したサービスラーニング教育プログ
ラムのモデル化グループ（以下，ASLG）」の実践の１つであり、他の ASLG によるプログラ
ムとの比較研究の成果は本学のサービスラーニング科目群の設立に反映される。 
サービスラーニングが生涯にわたる地域への貢献や地域との結びつきの強化を教育効果と
していることに鑑み、本プログラムは市民の参画を得た社学連携型プロジェクトである点を附
記する。 
 
【プログラムの特色】 
本プログラムは、海外での見学や体験等を通じた、日本の参加学生（関大生）の知見
の向上だけを目的とする活動ではなく、他者への献身を志向する技術協力である。 
教員不足、教材不足等のために十分には行われていないフィリピンの初等教育レベルの
情操教育の充実に寄与すると共に、関大生の語学のみではなく社会貢献活動、特に国際
協力のリーダーに求められるコンピテンシー（高い成果を生み出すための行動特性）の諸
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項目（志、実行、受容、活用、和）の向上を重視する。 
具体的には、国際協力に従事する上で必要となる、８点であり、その過程を通じて、コン
ピテンシーを高める。 
 
①ボランティアに関する基礎理論、 
②ボランティア活動に必要な技能、 
③地球規模の課題及び地域社会の諸問題、 
④実践知の言語化・映像化手法、 
⑤自国及び他地域の歴史・文化・価値観、 
⑥外国語運用能力とノンバーバル領域を含むコミュニケーション力、 
⑦ボランティア・スピリッツに根ざしたリーダーシップ力、 
⑧誇りと愛着が感じられるコミュニティの創造力等の修得、理解、把握、あるいは獲得 
 
【プログラムの年間スケジュール】 
 本アヘンレスでのプログラムでは、以下の年間スケジュールで活動を進めた。 
 
プログラムの年間スケジュール 
月 内容 
4 月 参加者募集（募集要項発表、ポスター掲示、学内説明会など） 
5 月 参加者決定、父母説明会、派遣前研修 
6 月 派遣前研修 
7 月 派遣前研修 
8 月 派遣前研修、現地活動（8/10-19） 
9 月 派遣後研修 
10 月 派遣後研修 
11 月 派遣後研修、ビデオ完成 
12 月 派遣後発表会 
1 月 派遣後研修、 
2 月 報告書（文集）完成、次年度のためのフィリピンでの準備 
3 月 次年度のためのフィリピンでの準備 
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【プログラムの教育・指導体制】 
参加学生は、「派遣前研修」において現地での技術指導やプレゼンテーションなどの準備
作業を行う。本学国際部専任教員（澤山）が派遣前後研修、及び現地活動を統括し、
PCP をはじめとする学外の組織の協力も得て、音楽、体育等の情操教育教授法等の実
習を行う。 
 また、現地訓練として、HAU の NSTP（National Service Training Program）担
当教員やアンヘレス市圏を含む中北部ルソン島に特有のカパンパンガ文化の研究拠である
HAU 付属博物館学芸員によるレクチャーを受け、フィリピン人のホスピタリティに根差したボラ
ンティアスピリットと当地の過去と現在の理解に努める。 
 帰国後の「派遣後研修」では、活動の言語化・映像化を通じた体験の定着を図ることを
目的としたプログラムが組まれている。具体的には、ルーブリックやポートフォリオの整理・分析、
文集（報告書）やビデオの編集、報告会開催、ディベート大会参加のため準備を行う。さ
らに、社会貢献活動支援士、あるいはボランティア検定１級の資格取得を目指す。 
 
【プログラムの危機管理体制】 
アヘンレスでのプログラム責任者は、参加学生と父母を対象とした派遣前説明会におい
て、緊急連絡網を作成した。参加学生には海外旅行保険への加入を義務付けた。プログ
ラム責任者は、現地事前調査･準備の段階で現地関係者と共に、事故、自然災害等の
発生時の連絡体制の確認や避難、搬送にかかるシミュレーションを行った。通院が必要な
事態を想定して Angeles University Foundation Hospital の救急救命センターに搬
送するルートを確保した。本プログラム責任者である本学国際部専任教員（男性）に加
え、女子学生のケアを担当する PCP スタッフ（女性）が現地活動の全日程に同行し、プロ
グラム責任者と現地コーディネーターが、24 時間体制で不測の事態に備えた。また、異なる
会社の携帯電話を揃えるなど複数の連絡手段を用意した。 
 宿舎はセキュリティを最優先し、ビレッジと呼ばれる警備員が常駐するコンパウンド内の施
設（Fontana Villas）を利用した。 
 
２．２．事前活動 
【事前活動の目的】 
アヘンレスでのプログラムは、一般に十分な語学力と移転可能な技術を持ち得ない学部
生・院生を対象とした国際協力志向型のサービスラーニングプログラムである。研修によって
情操教育教授法を身につければ、語学力を幾らかカバーすることは可能である。現地活動
を実効性あるものとすると共に、その経験を身につける観点から正課外教育「派遣前研修」
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と「派遣後研修」が用意されている。すなわち、様々な属性の参加者が知恵と力（前に踏
み出す力、考え抜く力、チームで働く力）を結集して、フィリピンにおける初等教育レベルの
情操教育協力を行うことはもちろん、派遣前後の研修においても、互いに高め合うことに本
プログラムの特徴がある。専攻の異なる学生が、それぞれの所属学部での学びを提供し合
いながら、現地で必要となる語学、技術等の向上を図るピアエデュケーションを採用した。 
 
【事前活動の詳細日程、及び内容】 
 
事前活動の日程と内容 
日付 時間 内容 場所 
4／25（水） 18：10～19：40 オリエンテーション 総合研究室棟 
5／12（土） 11：00～17：30 PCP 説明 総合研究室棟 
5／22（火） 17：30～19：00 事業説明・面接 総合研究室棟 
5／29（火） 17：30～19：30 父母説明会 総合研究室棟 
6／3（日） 8：30～16：00 フリーマーケット手伝い Ama-do 
6／9（土） 9：00～18：00 
英語試験＋e ポートフォリオ説明 
教材づくり、教材集め 
第１学舎 D206 
総合研究室棟 
6／26（火） 17：00～19：30 教材づくり、教材集め 総合研究室棟 
6／27（水） 18：10～19：40 海外体験で学ぶ 第２学舎 C302 
7／3（火） 17：00～19：30 教材づくり、教材集め 総合研究室棟 
7／7（土） 10：30～18：00 教材づくり、教材集め 総合研究室棟 
7／10（火） 17：00～19：30 教材づくり、教材集め 総合研究室棟 
7／17（火） 17：00～19：30 教材づくり、教材集め 総合研究室棟 
7／25（水） 18：10～19：40 
｢東南アジアの紛争影響地域に対す
る日本の支援」－フィリピンとカンボジ
アにおける日本の支援と成果－ 
第２学舎 C302 
8／6（月） 10：30～18：00 最終確認・荷物搬出 総合研究室棟 
 
派遣前研修では、活動の準備が中心で、楽器集め、楽譜作成、授業進行のコツとペー
スの話し合い、フィリピンでの活動計画などを話し合ってきた。当初は皆、あまり馴染めず、硬
い感じの会議であったが、時間が経つにつれて次第に打ち解けていった。それに伴い、会議
の方もスムーズに進んでいったが、リコーダーとソーラン節の全体練習はあまり時間が取れず、
各自の練習や会議以外の空き時間で練習をすることとなった。 
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【フリーマーケット】 
初めての PCP の活動は尼崎の Ama-Do でのフリーマーケットであった。全員初めての顔
合わせで、なかなか緊張の糸が解けなかった。 
このフリーマーケットの目的は２つある。１つは寄付するものを買うための資金集めである。
もう１つは、恥ずかしがらずに人と話したり、客を呼び込むために大きな声を出すことで、授
業の予行演習をするということである。 
自分から大きな声を出して接客している人もいれば、緊張が解けきっていないのか声をあ
まり出せなかった人もいた。慣れるにしたがい全員が最初よりも声を出して接客することがで
きた。多くの品物を売ることができたが、高い値段づけのために売れなかったり、安い値段を
言ってあまり資金にならなかったりと値段設定が難しくとても苦労した。 
去年の金額には及ばなかったものの、8、450 円の売り上げは、ABBC に洗濯機やバス
ケットボールを寄贈する費用に充てた。 
 
  
リコーダーの練習 フリーマーケット 
 
２．３．現地活動 
【現地活動の詳細日程】 
 
8/10(金) 
15:30 
17:25 
20:55 
 
 
 
翌 03:00 
 
関西空港集合 
出発 
ニノイアキノ国際空港到着 
リクシさんと合流、バンでホテルへ 
（通常２時間→洪水の影響で渋滞、６時間
掛かる） 
ホテルフォンタナ着 
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8/11(土) 
10:00 
12:30 
14:15 
16:00 
17:45 
19:00 
20:30 
 
朝食 
リコーダー練習 
リコーダー教え方打ち合わせ 
ソーラン節練習 
買い出し 
夕食 
ミーティング 
 
 
 
8/12(日) 
7:30 
8:30 
10:30 
12:00 
13:30 
14:00 
 
 
 
19:00 
20:00 
 
 
朝食 
ABBC(子ども達が教会へ行くためあまり遊べず) 
ホテルフォンタナ着、リコーダー練習 
昼食 
ホテルフォンタナ発 
Duyan Ni Maria Children’s Home  
of Angeles City（孤児院）着、ゲームで交流
(名前ゲーム、人間知恵の輪) 
ABBC(バレー、バスケなど)  
夕食 
ミーティング 
 
 
 
 
 
 
8/13(月) 
6:15 
7:15 
7:40 
11:00 
12:00 
14:30 
16:00 
16:30 
18:30 
19:30  
20:15 
 
朝食 
ホテルフォンタナ発 
ABBC 着、準備 
昼食 
1、2、3 年生授業 
4、5、6 年生授業 
片づけ 
ホテルフォンタナ着、休憩 
夕食 
ミーティング 
ソーラン節練習、次の日の打ち合わせ 
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8/14(火) 
6:30 
7:20 
8:00-9:00 
10:00 
11:00 
12:00  
13:00 
15:30 
16:45 
19:00  
20:00 
 
朝食 
ホテルフォンタナ発 
4、5、6 年生授業 
1、2 年生授業 
３年生授業 
昼食 
Cutcut 小学校ソーラン節指導 
休憩、ミーティング 
ABBC 
夕食 
ミーティング 
 
 
 
 
 
 
8/15(水) 
6:30 
7:20 
8:00 
9:00 
10:00 
11:30 
13:00 
15:00 
17:15 
19:45 
20:45 
 
朝食 
ホテルフォンタナ発 
1、2 年生授業 
３年生授業 
4、5、6 年生授業 
昼食 
Cutcut 小学校ソーラン節指導 
お店で休憩 
ABBC 
夕食 
ミーティング 
 
 
 
8/16(木) 
6:30 
7:20 
8:00 
9:00 
10:00 
11:45 
12:40 
13:00 
18:45 
20:00 
21:00 
 
朝食 
ホテルフォンタナ発 
1、2 年生授業 
３年生授業 
4、5、6 年生授業 
昼食 
Holy Angel University 着 
HAU ツアー、学生との交流 
ABBC 
夕食 
ミーティング 
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8/17(金) 
6:30 
7:20  
8:00 
10:00  
12:00 
12:40  
13:00  
15:30 
17:00 
21:00 
21:30 
 
朝食 
ホテルフォンタナ発 
最終練習、会場づくり 
ミニコンサート 
昼食 
ABBC 発 
Sapang Bato High School で学生との交流 
ホテルフォンタナ着、休憩 
最後の ABBC 子ども達と一緒に夕食 
ABBC 発 
ミーティング 
 
 
 
8/18(土) 
9:00 
10:00  
 
 
 
 
 
18:30 
20:00 
 
朝食 
ホテルフォンタナ発 
観光（ピナツボ火山噴火で火山灰が降り積もっ
た河川敷、火山灰で埋まった教会、アエタ族の
村、神風特攻隊記念碑・飛行場、平和観音
像、ショッピング） 
 
夕食 
ミーティング 
 
 
 
8/19(日) 
2:50 
3:00 
5:00 
6:55 
11:45 
 
起床 
ホテルフォンタナ発 
ニノイアキノ国際空港到着 
出発 
日本着 
 
 
 
【現地活動の内容】 
 
■ABBLC（Angeles Bahay Bata Learning Center） 
 ABBLC は施設で暮らす子どもを含む男子と、外から通う女子が学んでおり、１～３年生
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と４～６年生で授業の時間帯をずらす２部制をとっている。今回は、大雨による授業変更
や試験がある中、私たちの授業を受けてくれた。初日こそ人数は集まらなかったが、２日目
からはたくさんの児童が来てくれた。 
 
ａ）今年の授業づくり 
今年はリコーダーをただ吹くだけではなく、きれいな音で吹くことを目標とし、そのために息の
入れ方や、タンギングをしっかりと教えた。また、３年生はリコーダーではなく、鍵盤ハーモニカ
（ピアニカ）を使用するという初の試みをした。 
 ・Call and Response 
指導者がお手本のフレーズを演奏し、児童が真似るというのを繰り返す 
 ・Recorder’s Master 3 rules 
  １．姿勢 
  ２．優しく息を入れる 
  ３．リコーダーの穴を完璧にふさぐ 
 
授業は１時間目に１・２年生、２時間目に３年生、３時間目に４～６年生をそれぞ
れ同時進行で行った。５・６年生は授業始めの“Hello Song”と終わりの“Goodbye 
Song”、その日の成果の発表のみを合同で行い、授業自体は別々で行った。外で授業を
行ったり、教室の変更があったりしたが、それでも児童は集中し、熱心に楽器に向かい合って
いた。 
 
ｂ）課題 
 今までの反省点から、今年もサブのスタッフがついてこれない児童を対象に、個別指導をす
るという方法をとった。さらに、グループごとに分けて練習させたためか、児童同士で教え合う
などの姿が見え、切磋琢磨している様子が伺えた。来年は、もっと児童がお互いに練習し合
えるように工夫して授業を進めたい。 
 
ｃ）ABBLC でのリコーダー、ピアニカ授業 
＜１年生 課題曲“Bahay Kubo”「バーハイクボ」＞ 
１年生は、当初２年生と同じ“Bulaklak”を演奏する予定であったが、難しいということもあ
って、急遽“Bahay Kubo”という少し簡単で、更にフィリピンで有名な歌に変更した。 
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１日目 
 まず始めに、緊張をほぐすために“Hello Song”という歌を一緒に歌い、その後、日本の
CM でお馴染みの「チェッチェッコリ」を使って歌遊びをした。そして、四分音符や四分休符など
の音楽知識を体を使ったリズム遊びで指導した。最後に皆で“Bulaklak”を歌い、その後に
ゲームをした。１年生は、英語での意思疎通が難しいからか、勝手に外に出て行ってしまう
児童もいた。言葉だけでなくとも伝わるような授業を、心がけなければならなかった。 
 
２日目 
 通常通り、“Hello Song”から始め、四分休符などの音楽知識を、拍手によるリズム遊び
で復習した。その後に、「チェッチェッコリ」の歌遊びを行った。この日は、低い Do から高い Do
までの音階のカードを階段状に並べて、手で高さを変えながらピッチを学ぶという練習を重点
的に行った。音階を学ぶのは難しいということもあってか、飽きてしまう児童もいた。 
 
３日目 
 前日までの「チェッチェッコリ」ではなく、この日は、“Walking Walking”という歌遊びで曲の
速さをだんだんと速くしながらテンポを指導した。その後、新たに二分音符の学習もし、前日
の課題であった音階を、「ドレミの歌」に合わせて、体を使いながら定着させることを試みた。こ
の日、初めて課題曲である“Bahay Kubo”を指導できた。児童にとって親しみのあるこの曲
を、鈴やカスタネットを使い「タンウンウン」、「ウンタンタン」のリズムで練習した。裏拍「ウンタン
タン」のリズムが、児童にとっては難しかったようだ。 
 
４日目 
前回の復習で「ドレミの歌」に合わせて、体を使った音階の復習を行った。その後は、音量
の違いについて学習した。ライオン、イヌ、ネズミの絵を用意し、各動物に見合った声の大きさ
はどれかを指導し、だんだん大きくしたり、小さくしたりした。“Bahay Kubo”を鈴、カスタネット
に分かれて練習した後、合奏した。自分の演奏するリズムが分かっていない児童もいた。 
 
５日目 ミニコンサート 
 前日に欠席していて、初めて楽器をさわる児童もいたので、リズムはなかなか合わなかった
が、楽しく演奏することを重視して指導し、ミニコンサート直前の練習を終えた。本番では、リ
ズムの正確さは欠けるものの、少し恥ずかしそうに、そして、楽しそうに演奏してくれた。 
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＜２年生 課題曲“Bulaklak”「ブーラックラック」＞ 
 ２年生は、“Bulaklak”という曲を学習した。この歌はフィリピンではとても有名な遊び歌で
ある。日本で言うと、「かごめかごめ」のように、中央の「女王様」を囲んで輪になり、周囲を回
りながら歌い、女王様はユニークな踊りでみんなを楽しませ、目を覆って次の女王様を指さす
というものである。今回、２年生は、音楽の基礎を学ぶことを中心とした授業を行い、リコー
ダーの学習も初めて行った。 
 
１日目 
 テスト期間中であったために、授業は通常ならば空き時間である 12 時から 13 時に行わ
れた。本来は児童が 22 人いるはずだったが、時間の変更などの影響からか、８人しか来な
かった。まず初めに、自己紹介、“Hello Song”を歌った後、“Head Shoulders Knees 
and Toes”を歌うために、体の部位について、頭なら頭、肩なら肩を触りながら学習し、実
際に体を動かしながら歌った。そして、音符の名前と長さを四分音符、八分音符、四分休
符を使って教え、音符カードを使ってリズム遊びを行った。その後、リコーダーを吹く際の姿勢
の注意を呼びかけ、リコーダーを配って、Ti を教えて、吹いてみるところで終了した。 
 
２日目 
 まず、歌遊びをし、“Bulaklak”を歌った。その後、階名で歌い、その際に、ライオン、犬、ね
ずみの絵を用いて、強弱をつけながら階名で歌うことに挑戦した。また、音階にあわせて、手
を使って歌うという練習も行った。その後、リコーダーを配り、Ti の復習を行った。 
 
３日目 
 まず、歌遊びをし、その後、“Bulaklak”を強弱をつけたり手をつけたりしながら歌った。そし
て、黒板に貼っていた楽譜を隠して、暗記して数回歌った。その後、姿勢を確認し、リコーダ
ーを配って、児童を４つのグループに分け、教室を２グループずつ２つ使い、グループ練習を
30 分程度行った。グループ練習では、Ti の復習を行い、La、So を教え、タンギングについ
ても注意しながら、楽譜の１段目を吹けるようにすることを目標としていた。最後にもう１度
みんなで集まり、“Bulaklak”の１段目だけを全員で何回か吹いて授業を終わった。 
 
４日目 
 この日は、歌遊びをして、“Bulaklak”を数回歌ったあと、リコーダーを配り、３日目と同じ
ようにグループ練習を行った。その際、３日目での様子を見て、児童に Re を教えることを今
回は諦めた。また、３日目のように音がきちんと鳴っていなくても、指があっていれば、あまり気
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にせずに褒めることにした。その進め方のおかげか、４日目は“Bulaklak”を最後まで吹くこと
ができた。 
 
５日目 ミニコンサート 
ミニコンサート前に、ブーラックラックを数回吹いてリハーサルをした後、本番を迎えた。本番
では２回披露することになったが、児童は２度とも懸命に指を動かして曲を吹いていた。リコ
ーダーの学習は始めてで、手の小ささなどの影響もあったが、それを忘れてしまうくらいに、成
長した姿を見せてくれた。 
 
＜3 年生 課題曲“Mary Had a Little Lamb”「メリーさんの羊」＞ 
今回は初の試みとして、リコーダーではなく鍵盤ハーモニカ（以下、ピアニカ）を使用した。
児童は、初めて見る楽器にとても興味津々な様子で、授業が待ちきれなさそうであった。こ
ちら側も初めてピアニカで授業を行うために、楽しみであった反面、少し緊張もした。 
 
1 日目 
まず、約束事（先生が手をあげたら、児童は手を頭に乗せる）を決めた後、“Mary 
Had a Little Lamb”を 4 フレーズに分けて歌った。2 回、3 回と繰り返していくうちに児童
の声が大きくなってきて、とても嬉しかった。その後音符の名称とリズムを学習し、ピアニカを使
って So La Ti Re の音を正しい姿勢、指使いで練習した。 
 
2 日目 
“Mary Had a Little Lamb”を歌詞・階名で歌い、約束事、姿勢、指使いなどの復習
をした後、1 フレーズずつ弾く練習をした。指を抑えたまま、タンギングで音を刻ませることを何
度も繰り返した。理解すると、隣の児童に教えている場面も見られ、負けないように必死に
練習しているのが印象的であった。 
 
3 日目 
この日は、ほぼ１対１で授業を進行した。すべてのフレーズを吹くことを目標とし、復習の
後すぐに練習を開始した。最後のフレーズで苦戦する児童が多かったのだが、何度も繰り返
すと吹けるようになり、「先生！見て見て！」と自分たちから積極的にアピールすることに驚い
た。最後に列ごとに発表を行った。 
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4 日目 
暗譜することを目的とし、楽譜を隠して階名で歌う練習を繰り返した。その後、吹ける度
合いのばらつきを無くすため、個別練習を行った。その後は、本番のシミュレーションとして、列
ごとであったりグループで発表をした。本来のテンポの拍数に合わせて演奏することが難しく、
どうしても早くなる傾向があったのだが、その他は特に問題はなかった。 
 
5 日目 ミニコンサート 
リハーサルの時点で、拍のリズムに合わず少々不安であったが、本番は構えも演奏も揃っ
ていて、練習の成果を存分に発揮してくれたと思う。児童の演奏し終わった表情を見ている
と、みんな笑顔で全力を出し切った感じが読み取れ、非常に嬉しかった。 
 
＜4 年生 課題曲“Jingle Bells” 「ジングルベル」＞ 
 ４年生にはクリスマスソングとしてお馴染みの“Jingle Bells”を教えたが、後半が比較的
難しい曲のため、指導範囲を半分までにした。４年生は人数も一番少ない学年であったた
め、個人に目が行き届きやすいクラスであった。 
 
１日目 
 授業の前に簡単な自己紹介をすませて、”Head、 Shoulders、 Knees and Toes” 
“Walking Walking”を皆で歌った。最初は緊張していた彼らもすこしほぐれ、授業に臨ん
だ。まず、四分音符など音の長さやリズムを知ってもらうために、手を叩きながらリズムゲーム
式で練習した。その後、強弱の習得のため、動物の絵を用いて何度も“Jingle Bells”を一
緒に歌った。リコーダーを吹く際の姿勢、息の入れ方も教えた。特にタンギングには苦労をして
いる様子だった。 
 
２日目 
 “Walking Walking”などのリズム遊び、前回の復習を行った後、So から高い Re まで階
名の指導を始めた。手の高さを使ってどちらが高いかを示した。リコーダーを児童に配ると、So
から Re それぞれの指使いを指導して、その際にタンギングの復習も交えた。もっとも重要な
部分であるため、４グループに分けての練習に時間を割いた。その後、階名で“Jingle 
Bells”を歌ってから、リコーダーで初めて演奏した。一段目まで吹くことができた。 
 
３日目 
 リズム遊び、前回の復習を行ってから、階名で“Jingle Bells”を歌った。動物の絵を使って、
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強弱をつけながら階名で歌わせたり、楽譜を見ずに歌わせるなど、児童が飽きないような工
夫をした。その後、リコーダーを用いて一段目から復習した。できない児童に対して友達が教
えてあげるという姿も伺えた。当初の目標では全てのフレーズを終わらせる予定でいたが、休
符のリズムにつまずいてしまい、最後の一段を翌日にまわす形となった。 
 
４日目 
 残りの一段を終えて、最初から通して練習した。暗譜もしっかりできていた。次にグループご
とに吹いてもらい、個々の音色を確認した。今回はリズム遊びを中盤に挟んだ。このことが児
童の集中力を持続させるよい結果となった。最後は本番と同じ並びで仕上げを行った。 
 
５日目 ミニコンサート 
 私達の１人が手を挙げて、演奏を開始する時、とてもいい顔をしていた。適度な緊張感の
中、彼らは４日間の練習の成果を存分に発揮した。今回の経験が次学年でのリコーダーの
練習に対する意欲につながってくれればいいと思う。 
  
＜５年生 課題曲“National Anthem of the Philippines”「フィリピン国歌」＞ 
去年もリコーダー指導を受けている６年生を５年生が見習えるように、授業の始まりと終
わりを合同にした。授業終わりには、その日の練習成果を学年ごとに発表し、どちらにとっても
自分たちの頑張りを認め合えるとてもいい機会になった。５年生は、昨年の５・６年生が進
めることができた A、 B、 C という３パートあるうちの A、 B の２パートを練習した。 
 
１日目 
初回の授業では、何度か階名で歌った後、早速リコーダーを使った練習を行った。前半を
合同で後半を５・６年生に分けて練習した。まず、前半では今まで学んだリコーダーの構え
方と音階を復習し、何度か A パートを演奏した。後半練習ではもう一度指のポジションを確
認し、国歌の最初の１小節を何度もゆっくり繰り返す練習をし、最初の２小節を演奏する
ことができた。 
 
２日目 
A パートを階名で歌って覚え、前日練習した最初の２小節を復習した。それから次の２
小節までの指の動きを練習し、個別練習を長めにとった。動きが似ているためか、ここはすぐ
にできるようになり、A パートを通して吹けるようになった。 
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３日目 
B パートを音階で歌った後、リズムのみの練習に移った。音符を黒板に掲示し、手拍子で
リズム打ちをした後、高音と低音でのタンギングの違いを教えた。B パートでは初めに、タンギ
ングが必要なパートのみを繰り返し、そのあとに、その前の部分をつけて練習した。ここでも個
人練習に重点を置き、A パートから B パートの途中まで吹けるようになった。 
 
４日目 
B パートを覚えているかどうかの確認から始まり、吹けるようになった所を復習した。それか
ら高い Re と Mi のポジションを確認をし、音を出した。１つ１つ音を出すときれいに出るが、
リズムに合わせようとすると音が狂ってしまうため、ゆっくりとしたテンポから何度も繰り返し、練
習した。この日も個人練習の時間を長く取り、授業の終わりには B パートも吹けるようになっ
た。 
 
５日目  ミニコンサート 
４日目までの復習をした。C パートは歌うことに決め、A パートから通しで練習をした。ミニ
コンサートも大成功であった。児童が次第に吹けるようになり、それにつれて増えていく笑顔が
印象的だった。来年は６年生でマスターさせたい。 
 
＜６年生 課題曲“National Anthem of the Philippines”「フィリピン国歌」＞ 
６年生は授業の始まりと終わりを５年生と行った。昨年も国歌を演奏したのだが、半分
までしか進めることができなかったため、６年生は最後まで国歌を吹くことが目標であった。ま
た、私たちの指導だけではなく、自ら練習し、自分たちのリコーダーの音に合わせて演奏する
こともできた。 
 
１日目 
この日は前日までの大雨の影響で時間割が大きく変更となった。最初は５年生と合同で
授業を進め、音符の復習、音符・休符の呼び名と長さの確認をし、A パートを階名で歌った。
その後、５・６年別で分かれて授業をし、６年生は２小節ごとに区切り、個別指導を併用
させていった。この日は４小節まで進んだ。 
 
２日目 
“Hello Song”と”Goodbye Song”、それから授業の終わりにその日の成果の発表を
５・６年生合同で行った。この日はフレーズを意識しつつ、何小節かに区切ってそれを３回
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繰り返して練習し、音を合わせた。進み具合を考慮に入れつつ、２分間の個別指導と２分
間の自由練習を組み入れ、児童自身で練習をさせた。時折、２分間の休憩を織り交ぜ、
集中とリラックスを交互にさせることで、A パートと B パートの４小節目まで進んだ。 
 
３日目 
C パートの７小節目まで指導できた。全体練習を繰り返す中で、児童のやる気が感じら
れ、学生が個別で見ることで効率よく授業が進められた。最終日に最後までできるめどがたっ
た。 
 
４日目 
この日はまず、B パートの 16 分休符の有無の違いの紹介と、C パートの前半と後半の違
いを確認した。難しいにも関わらず児童はよく理解をし、C パートをほぼ順調に進ませ、次の
日のミニコンサートに向けての通し練習をした。 
 
５日目ミニコンサート 
始まりの合図を児童に任せ、１回目は聞いてもらい、２回目は客席の児童達に歌っても
らうという形にし、直前練習では暗譜で通し練習を２回行った。本番は、他学年の見本と
なるような６年生らしい見事な演奏を見せることができた。 
 
＜Mini Concert!＞ 
１年生 
 鈴やカスタネットを使い、“Bahay Kubo”を演奏した。多少のリズムのずれはあったものの、
鍵盤ハーモニカに合わせ、少し恥ずかしがりながらも元気いっぱい楽しそうに演奏し、他の学
年の児童や先生方も大勢で一緒に歌ってくれた。 
 
２年生 
リコーダーで“Bulaklak”を演奏した。練習開始当初から担当者達は不安を抱えていた。
不安を残したまま当日を迎えたが、多少音がずれるものの、最後まで演奏できた。児童達も
楽しそうで、満足そうだった。 
 
３年生 
鍵盤ハーモニカを用いて“Mary Had a Little Lamb”を演奏した。この学年は児童に合
図をとってもらい、リコーダーと歌を２回繰り返すなど、見事な演奏をしてくれた。児童は予想
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以上の拍手喝采を浴び、とても満足気であった。 
 
４年生 
リコーダーで“Jingle Bells”を演奏した。休符や暗譜も完璧で、音も綺麗に出ていた素
晴らしい演奏となった。周りも一緒に歌い、大変盛り上がった。 
 
５年生 
上級生ということで少し難易度の高い“National Anthem of The Philippines”を演
奏した。練習中にリコーダーを吹くことが嫌になり、途中で投げ出す子もいたが、当日は全員
で立派な演奏をしてくれた。 
 
６年生 
最上級生の６年生は５年生と同様に“National Anthem of The Philippines”を
演奏した。その演奏はとても素晴らしく、さすが６年生と言える演奏だった。暗譜は勿論のこ
と、音色の美しさや表現力は目をみはるものだった。これも１年生の頃からの練習の積み重
ねだと思うと、児童達の努力に感動した。 
 
ｄ）学生の発表 
６年生の演奏終了後、リコーダーの演奏とソーラン節を披露した。なによりもソーラン節が
大盛況で、練習した成果を存分に発揮できた。真似をする児童がいて、日本の良い文化
紹介にもなった。 
 
ｅ）児童達のダンス 
学生が行ったサプライズの後、児童達もダンスを数人で披露してくれた。そのダンスはアメリ
カン POP だったが、フィリピンではお店でも流れるくらいアメリカン POP の方が人気だそうだ。
曲のリズムに合わせて上手に踊っていたが、日本人と違い、児童達は即興で作ったダンスを
踊っていたのであった。踊っている児童は楽しそうだった。そのダンスを見ている私達メンバーに
も、その楽しい気持ちが伝わったダンスだった。 
 
 
■CutCut 小学校での活動 
アンへレス市内の CutCut 小学校で２日間かけて、３年生約 120 人を対象にソーラン
節の授業をした。 
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１日目 
最初に、自分達でソーラン節を披露した。この出来栄えで児童達の興味も、授業の内容
も大きく変わってくるので、前日まで焦りを感じながらの練習だったが、掴みとしてはよかったよ
うだ。 
授業が始まると、４つのグループに分かれ、前のステージにメインティーチャーが２人、グル
ープごとのリーダー２人という配置で授業を進行した。指先だけのリコーダーの授業とは違い、
体全体を使っての授業で、難しい表現をしなくても視覚でそのまま伝えられるので、児童の
集中を切らすことなく授業を進めることができた。児童達の興味と、吸収の早さには目を見
張るものがあり、２日間かけて完成させようと想定していた範囲を、ほとんど１日目で終わら
せてしまったぐらいだった。 
 
●工夫した点 
 冒頭部分の８回手で掴む動作のところは、“Get 8 candies”と言うなど、できるだけわか
りやすい説明を行った。特に、踊りの波を表現した部分の“push and back”はウケがよく、
最初に踊ったときからみんなで掛け声を出していた。また、何回もフレーズごとに分けて教えた
後、通し練習をし、グループ練習、そしてまた次のフレーズというように進行していった。全体
での練習の際、始めるときに“Relax。 Relax”と声をかけ、急に「構え！」と叫んで準備させ
てみるなど、楽しみながら児童の集中を切らさないように行った。 
 
●問題点 
 雨が降り、屋根のある場所で全員一斉に踊ろうとすると、どうしても隣の児童とぶつかって、
すごく嫌そうにする児童がいた。また屋根のないところにはみ出てしまい、雨に当たりながら踊
っている児童もいて、そのような配慮も必要だった。また、当初の予定では休憩は授業と授
業の間に１回という予定だったが、休憩回数が少なかった。児童の親御さんから、「もっと休
憩を下さい。」と言われるほどだったので、臨機応変に対応すべきだった。 
 
２日目 
 CutCut 小学校に着くと児童達から“Maraming salamat po。（ありがとう）”とお礼の
手紙をたくさんもらった。予想外の出来事にすごく驚き、嬉しかった。 
 １日目と同じように４つのグループに分け、早速練習を始めた。最初は、前日の復習から
入り、残りのフレーズを教えて、後はグループ練習という流れで進めた。 
２日目の最終目標である発表は、当初全体で踊って終わろうという話だったが、そうする
と練習時と変わらないので、練習と発表の違いを明確にするために４つのグループごとに前に
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出て、他のグループに見せる形にした。 
発表時は、後のグループになるにつれて、周りの興奮も高まっていき、最後に全員で踊った
ときにはすごい一体感を感じた。違う学年の児童も楽しそうに見ていて、中には一緒に踊り
出す児童までいた。 
２日間、計４時間弱で、「まさかここまでできるのか」という驚きと、全員が一つになって踊
りきったという達成感を味わうことができ、とても中身の濃い時間を過ごせた。 
 
●工夫した点 
 前回の反省を生かし、休憩を多くとり、屋根のある場所で窮屈な思いをできるだけさせない
ように、練習するグループと、対面でそれを見るグループに分けることにした。前日の良かった
点である声だしと、初めの構えは続けて行った。 
 
 
■Sapang Bato High School（サパンバトハイスクール）での交流 
 午前中に ABBLC でのミニコンサートを終えて、Sapang Bato High School を訪問し、
生徒と交流した。 
 
ａ）概要 
 まず、学生メンバーが自己紹介を行った後、PCP の活動内容を紹介すると共に、フィリピン
国歌とハイホーをリコーダーで演奏し、Cutcut 小学校で教えたソーラン節も踊った。そのお返
しに、Sapang Bato High School の生徒は即興でダンスを披露してくれた。その後は、み
んなで円になって、自己紹介ゲームを行いながら自由にしゃべったり、歌ったり、踊ったりして
交流した。また、PCP メンバーが日本から持ってきたお菓子とお茶を配り、みんなで食べた。 
 
ｂ）交流 
 初めは、話題が尽きてしまうのではという心配もあり、自己紹介ゲームを用意した。それは、
袋の中に、「日本のお菓子の中で気に入ったものはなにか」という質問から、「彼氏、彼女は
いるか」「ファーストキスはいつか」など、様々な質問が書かれている紙が入っており、１人ずつ
紙を引いて、その質問について答えていくというものであった。これは非常に盛り上がる話題が
多く、そういった質問のおかげもあってか、知らぬ間に、自己紹介ゲームは終わり、みんなそれ
ぞれに楽しく喋っていた。個々で喋ったり、全体で喋ったりもしたが、それと同じくらい、歌を歌
ったり、ダンスをしたりする様子もよく見られた。Sapang Bato High School の生徒が提案
したゲームは、日本でいう爆弾ゲームであった。バツゲームとして円の真ん中で誰かからのお
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題に答えるといったゲームで、そのバツゲームのほとんどは踊るというものであり、歌ったり、踊っ
たりするという文化がフィリピンでは盛んだと感じる瞬間がたくさんあった。 
 交流となると、言語は必然的に英語を話すことになり、PCP メンバーは苦戦する場面もあ
ったが、それでも話はとても盛り上がっていた。また、Sapang Bato High School の生徒た
ちは、英語がとても上手で、日本とフィリピンでの英語の教育の差を実感した。 
 最後に、みんなで集合写真を撮り、Facebook を交換し、日本に帰ってからも連絡を取り
合えるようにした。ほんの数時間の交流だったにも関わらず、生徒のみんなが我々をあたたか
く迎えてくれて、緊張もとけ、高校生に戻ったかのようにとても楽しく話すことができた。 
 
 
■Holy Angel University での交流・概要 
ａ）概要 
Holy Angel University（以下 HAU）は 1933 年に設立された、パンパンガ州で最
初のカトリック系の私立大学である。市内の主要な土地に７ヘクタールの広さのキャンパスが
広がり、16、000 人以上の学生が通っていて、地域最大の大学の一つとなっている。管理、
アート・デザイン＆建築、ビジネス、通信・情報科学、コンピュータサイエンスと数学、教育、エ
ンジニアリング、人文科学、言語、法律、メディカル＆ヘルスケア、科学、社会科学、観光•
ホテル管理などの 14 の学部がある。 
 
ｂ）交流 
まず初めに、HAU 側からの大学紹介があった。大学関係者や学生に案内してもらいなが
ら、大学図書館、CSK 劇場、Vicente Manansal 博物館、Kapampangan 研究博物
館、Holy Guardian Angel チャペルを見学した。また、実際の英語の授業を見学した。 
CKS シアターで開催されたショートプログラムでは、両大学の紹介 DVD を上映し、文化
交流活動の一環として、HAU Rondalla によるマンドリンやフォークギターなどの演奏、HAU
コラールによる男女混合のアカペラ合唱、フィリピンのフォークや歌謡曲素晴らしい演奏を披
露してくれた。 
私たちは、ソーラン節を踊ったり、日本のポップ•ソング「上を向いて歩こう」を合唱したり、リ
コーダーで「桜」とフィリピン国家を演奏した。また、聖天使トラベルサービス（HATS）のイベ
ントに出席したインターンのグループのために、書道の短いデモンストレーションも行った。 
最後に、エグゼクティブラウンジで大学側から非公式の歓迎会が開催され、メリアンダをご
ちそうになり、私達の訪問の締めくくりとなった。 
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■マニラ及びアンヘレス市でのフィールドワーク 
ａ）ピナツボ山・噴火の爪あと 
ピナツボ火山は 1991 年に、およそ 500 年ぶりに噴火した。この噴火は 20 世紀最大の
噴火と言われている。爆発的な噴火は 15 日間続き、山の標高が 260 メートルも低くなっ
た。火山灰で半分が埋まった教会を訪れた。火山灰の影響はものすごく、撤去作業は今も
なお続いている。 
 
ｂ）アエタ族との交流 
アエタ族とは、約２万年前にマレー半島を経由してフィリピンに渡来したと言われているネ
グリード系の先住民族である。縮毛、低身長、黒褐色の肌が身体的特徴とされ、ピナツボ
山の噴火により山間部に住めなくなり、政府の用意した代替地に集落を作って生活をして
いる。日時計を使用した生活が印象的だった。私達が訪れた時、子ども達は元気に道場で
空手の稽古に励んでいた。 
 
ｃ）神風特別攻撃隊の記念碑 
ここ、フィリピンは神風特攻隊発祥の地である。今回私達は、３つの記念碑を訪れた。石
碑には、第二次世界大戦中の大日本帝国軍（当時の日本）のフィリピンでの戦歴につい
て記してあった。ここから飛び立っていった自分たちと同年代の兵士たちが、何を考えていたの
だろうかと考えているうちに、胸が痛くなるような気持ちに苛まれた。この日本の「神風」は、歴
史上最大の作戦であった。このようなことがもう２度と起こらないよう、平和の象徴としてこの
記念碑が建立された。命を落とした多くの人々を悼み、フィリピンの方がこれらの記念碑を今
もなお保全してくださっている。 
 
■Duyan Ni Maria Children’s Home of Angeles City での交流 
 この日は予定していた女子の児童養護施設が改修工事中のため、隣町にある共学の児
童養護施設を訪れた。私達が中に入ると、児童達が興味津々でこちらの様子を見ていた。
その日は誰かの誕生日だったようで、黒板に“Happy Birthday！”と書かれていた。学生
は自己紹介の後、リコーダーを演奏した。その後の名前ゲームは大盛況だった。 
児童達はゲームのご褒美のステッカーが気に入ったようで、男の子は車や動物などのステッ
カーを腕や顔に貼り、嬉しそうに自慢していた。女の子は可愛らしくハートやキラキラしたもの
を選んでいた。誰が始めたのか、耳たぶにイヤリングのようにハートのステッカーを貼り、メンバー
にもつけてくれた。 
交流の最後では児童達が Thank you song を歌ってくれて、少ない時間ながらも親し
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み合えた交流だった。最初の交流としては最高の出来だったと思う。 
別れ際では涙を流す児童もいたり、最後まで手を離さない児童もおり、後ろ髪を引かれる
思いの中、お互いの姿が見えなくなるまで手を振っていた。 
 
 
■ABBC での交流(男子児童養護施設) 
 初日の朝の訪問では、子ども達が教会に行かなくてはならず、あまり馴染めなかった。特に
小さな子どもは英語が苦手で、一方私達の英語もつたないものであったが、互いに身振り手
振りでコミュニケーションを取ろうとしていた。子ども達は体を動かすことが大好きで、その日の
夕方の交流では、スポーツを通じて、子ども達と打ち解けることができた。 
 ABBC だけに限ったことではないが、子ども達は本当によく人のことを気遣ってくれる。汗ま
みれの服を地べたにおいていると、さっとベンチに掛けてくれて、体を動かしている私達に水を
すすめてくれる。フィリピンの “hospitality”、すなわち「もてなしの心」を感じることができる。 
今回の訪問で残念だったことは、天候の関係もあってあまり外で遊べなかったことだ。しかし室
内では、彼らはまた違った顔をみせてくれた。子ども達はとにかくカメラが大好きで、私たちのカ
メラで身の回りのものを沢山撮っていた。このことから、普段学生にとって当たり前のものでも、
彼らにとっては違うということに気が付いた。また日本のアニメソングはフィリピンでも流行ってい
て、ギターで演奏し皆で歌った。子ども達と親密になると自分の部屋を見せてくれた。好きな
ことや、思い出など、彼らのことを知ることのできる貴重な時間であった。 
最終日は目一杯体を動かし、リコーダーやピアニカを吹き、その後に一緒に食事をした。お
互いタガログ語と日本語を教えあったり、文化の差についても語り合った。別れの時、ABBC
に洗濯機や、リコーダーなどを寄贈した後、彼らがダンスを披露してくれた。実に楽しいひととき
だった。 
来年、卒業したり、家庭の事情で子ども達の顔ぶれは変わっているかもしれない。しか 
し、いつかはこの施設から去っていく子ども達が、学生と共に過ごした時間を頭の片隅にでも
覚えていてくれたら、と願うばかりである。 
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２．４．事後活動 
【事後活動の内容】 
 派遣後研修では、報告会の準備や報告書・DVD 作成等を通じた経験の定着を図るた
めの活動である。報告書作成では、まず目次案を作成し、担当を振り分けて、執筆、編集
を行った。書式や言葉づかいなど、細かく添削していった。内容の追加、写真の選定、感想
文の作成など、時間と労力が必要な作業だった。先生の助言を得ながら、読みやすく良い
文章にするために何度も推敲し、やっとの思いで完成することができた。 
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３章 フィリピン・フィールドスタディ（PFS） 
 
久保田賢一（関西大学総合情報学部） 
 
３．１．プログラムの概要 
 
国及び地域  ：フィリピン共和国・ブラカン州マロロス市、マニラ首都圏マニラ市、 
東ダバオ州サンイシドロ町 
渡 航 期 間  ：平成 24 年 8 月 27 日～平成 24 年 9 月 10 日（15 日間） 
参 加 人 数  ：15 人（4 年 2 人、3 年 13 人） 
 
【プログラムの目的】 
本プログラムは、以下の 3 つの能力を育成することを目的としたプログラムである。 
 
①フィリピンの人々と協調しながら活動する力 
②英語コミュニケーション能力 
③フィリピン現地にある問題について考える力 
 
本プログラムでは、上記 3 つの能力育成を通して、関西大学の長期ビジョンにおける『考
動力』ある人材の育成を実現する。具体的には、自らの頭で主体的に考え、自律的かつ積
極的に行動でき、地域社会・国際社会においてリーダーシップを取りながら地球規模で発生
する問題を解決できる人材の育成を目指している。 
 
【プログラムの特色】 
 本プログラムの特色は、学生が主体となって活動する点にあり、プログラム全体を通してワ
ークショップ型の活動を取り入れている。本プログラムの構成は、事前活動、現地活動、事
後活動に別れており、各段階に学生が主体的に活動できるような活動を取り入れている。 
 
【プログラムの教育・指導体制】 
学生に対する教育・指導は、本学担当教員と外部講師の 2 名が行った。フィリピン渡航
前には、現地で英会話ができるようにトレーニングを行った。現地で学生は毎日ジャーナルを
作成する。ジャーナルは紙媒体として記録し、必要に応じて、教員がフィードバックを行う。帰
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国後、学生にはレポート課題を課した。また、事後活動として、教員の指導のもとに報告書
を作成し、活動報告会を行った。 
 
３．２．事前活動 
【事前活動の目的】 
現地での活動を円滑に行うために、事前活動の目的を以下の 3 つに定めた。 
ａ）知識導入 
 現地での会話について深い理解が得られるよう、事前にフィリピンに関する知識導入を行っ
た。知識導入として、フィリピンの歴史・宗教・現地 NGO の活動をテーマとして取り扱った。 
ｂ）異文化理解・交流 
 現地活動をより円滑に行えるように、文化の違いによって生活習慣が異なることなどを理
解することや、現地の活動に向けた関係性づくりを目的とした活動を実施した。 
ｃ）危機管理 
 現地での病気や事故に備え、現地で起こりうる病気や事故に対する予備知識を付けるこ
とを目的にレクチャーを行った。 
 
【プログラムの危機管理体制】 
 事前学習の際に、参加学生に対して本学担当教員より、健康維持のためのレクチャーを
行った。また、渡航にあたっては必ず大学が指定する保険への加入を義務づけており、本学
担当教員らは学生の日常生活におけるカウンセリングをインターネット上で行い、適宜アドバ
イスなどを行った。 
 参加学生はブラカン大学内にある 24 時間警備員が常駐するドミトリーに宿泊する。参加
学生が現地滞在時に体調不良を訴えた場合は、速やかにブラカン大学担当教員がブラカ
ン大学内の医務室で受診させ、必要によっては隣接するブラカン州のメディカルセンターにて
受診させることができる。さらに状態が思わしくない場合は、担当教員付き添いのもと、首都
マニラにあるマカティ・メディカルセンターまたは日本人会病院にて受診させる。盗難等トラブル
に巻き込まれた際も、ブラカン大学担当教員が対応できる体制が整っていた。 
 さらに現地で使用可能な携帯電話を学生に携帯させ、ブラカン大学担当教員と密に連
絡を取り合うことができるようにしており、重大な問題発生時には携帯電話から本学担当教
員に直接連絡し、対応を指示することができる体制を整えている。 
フィリピンでの台風発生時の体制としては、安全が確保されるまで、学生を他より高い位置
にある大学のドミトリーに待機させることができる。さらに、大学全体として、危機管理規程を
制定しており、学長を総括責任者とする危機管理体制を構築している。生命に関わる事
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態が発生した場合には、危機管理委員会を設置し、必要な対応・対策を講じることとなっ
ている。 
 
【事前活動の詳細日程】 
 
事前活動の日程と内容 
実施回 日程 活動内容 
1 回 4／13（金） オリエンテーション 
2 回 4／18（水） 活動の目的設定 
3 回 4／20（金） フィリピンに関する学習（1）【フィリピンの歴史】 
4 回 4／27 日（金） フィリピンに関する学習（2）【フィリピンの宗教】 
5 回 5／2（水） フィリピンの現地 NGO 代表者による講演会 
6 回 5／11（金） フィリピンに関する学習（3）【フィリピンで活動する NGO】 
7 回 5／18（金） 異文化理解に関するワークショップ（1） 
8 回 5／25（金） 異文化理解に関するワークショップ（2） 
9 回 6／1（金） 現地大学や現地訪問先に関する説明 
10 回 6／8（金） 現地大学生との Skype 交流 
11 回 6／15（金） 危機管理（安全学習、保健衛生）に関するレクチャー 
12 回 6／22（金） 渡航に向けた準備（1） 
13 回 7／6（金） 渡航に向けた準備（2） 
14 回 7／13（金） 渡航に向けた準備（3） 
15 回 7／20（金） 渡航に向けた準備（4） 
 
【事前活動の内容】 
 事前活動では、現地での活動を円滑に行うために、知識導入、異文化理解・交流、危
機管理に関する内容を全 15 回に分け、各回 90 分の事前学習として取り扱った。事前学
習では、参加者が主体的に行う、参加型学習の形態で行った。また、危機管理に関する
学習としては本学担当教員によりレクチャーを行った。以下、事前活動の詳細について記す。 
ａ）知識導入 
 フィリピンにおいて活動を行う上で、フィリピンに関する知識は必ず必要となる。知識導入を
事前にしっかりと行うことで、現地理解や異文化理解につながる。そのため事前学習では、フ
ィリピンの歴史・宗教・現地 NGO の活動を中心テーマとして、調べ学習を行った。知識導入
の授業では、60分でフィリピンに関して参加学生が調べた内容を発表し、それに関して学生
間でディスカッションを行い、残りの 30 分で本学担当教員からレクチャーを行う形とした。 
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 フィリピンの歴史の回では、スペイン統治時代やアメリカ統治時代、日本の占領下のことな
どを学び、そうした歴史が現在のフィリピンの文化に深く影響していることを共有した。フィリピ
ンの宗教の回では、現地の学生との宗教観に関するディスカッションを想定し、参加者同士
で宗教について意見交換をし、宗教について考える回となった。現地 NGO の回では、現地
で活動する NGO からフィリピンの現在抱えている問題について知る機会となった。 
 
ｂ）異文化理解・交流 
 異文化に対する抵抗感や理解の促進を深めるために、異文化理解についての学習として
フィリピンの現地大学生と交流する機会を設けた。交流にはテレビ会議を用い、フィリピンのブ
ラカン大学の学生とビデオチャットを行った。ビデオチャットでは、学生らは事前に用意していた
学生生活や日常生活に関する質問をお互いに行った。日常的な場面を比較した上で、異
文化に対する考え方や異文化を理解する態度についての指導を行った。 
 
ｃ）危機管理 
 安全教育では、現地の衛生状況や、水道水、生ものの危険性について指導を行った。ま
た、治安の面では、道の歩き方や地域毎の危険性に関する指導を行った。 
 
   
 
３．３．現地活動 
【現地活動の目的】 
 現地活動では、大学や NGO の訪問を通して異文化に触れ、英語で会話し、社会問題
に実際に触れることで、異文化間で協調する力、英語コミュニケーション力、地球的視野の
獲得を目的とした活動を行った。 
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【現地活動の詳細日程】 
現地での活動日程と内容 
日程 内容 
8／27（月） 入国 
8／28（火） 
大学訪問①（訪問先：Bulacan State University） 
8／29（水） 
8／30（木） フィリピン現地原住民文化体験 
8／31（金） 大学訪問②（訪問先：Technological University of Philippines） 
9／1（土） NGO 団体訪問①（訪問先：Dynamic Teen Company） 
9／2（日） NGO 団体訪問②（訪問先：バティスセンター） 
9／3（月） 大学訪問③（訪問先：Technological University of Philippines） 
9／4（火） 日本大使館訪問 
9／5（水） 
マニラ～ダバオ移動 
養護施設訪問（訪問先：House of Joy） 
9／6（木） House of Joy の近隣の高校訪問 
9／7（金） House of Joy にて遊具づくり（イカダ） 
9／8（土） House of Joy にて日本文化の紹介 
9／9（日） House of Joy にて交流会 
9／10（月） 活動終了・帰国 
 
【現地活動の内容】 
 現地活動として主に大学、NGO、養護施設を訪問した。その活動の詳細について以下に
記す。 
■大学訪問 
 大学訪問では、都市部の大学 2 校と田舎にある大学 1 校の計 3 校を訪問した。それぞ
れの大学で現地学生に対して自分たちのことや日本の文化について紹介するプレゼンテーシ
ョンを行った。現地大学生との交流では、英語を使って会話をし、お互いにコミュニケーション
を取り合うことで実践的な英語コミュニケーションを行った。また、お互いの文化への理解を深
めるために現地大学生に対してワークショップを行った。ワークショップ内では、両国の大学生
が自分自身の大切なものについて議論することで、国による価値観の違いを理解することが
出来た。 
 3 校の大学訪問を通して、実際に現地の大学生と交流し、ワークショップを行うことで、異
文化間で協調しながら活動する力、英語コミュニケーション力を養うことができた。 
 
36 
 
＜学生の感想＞ 
『学生間のＧＡＰを知るためのＷＳを考えて、今回は英語で発表をしないといけなかったの
でひたすらその練習。みんな慣れない英語での発表だったので練習はしっかりと行いました。
ヤソのＰＰＴがカッコよすぎてＷＳは大成功、発表する僕らも見やすいＰＰＴのお陰でな
んとか全員華麗な英語の発表が出来ました！』 
『出てきた答えの奥底をさらに会話の中で聞き出したことによって、より深いフィリピンの事情や
国民性を知ることが出来ました。』 
『全員現地学生と仲良くなって、会話をする機会もありＦＷの序盤に英語に慣れることにも
成功しました。』 
 
■NGO 訪問 
 NGO 訪問では、計 2 つの団体を訪問した。一つ目の団体 Dynamic Teen Company
は、貧困地域での教育支援を行っている団体である。訪問した際には、代表者の方に話を
伺うことができ、団体の創設の背景やどのような思いで活動を行っているのかをインタビューし
た。また、現在の団体の活動における問題点や課題もインタビューから聞くことが出来た。そ
の後、実際に団体の活動に参加し、貧困地域の子ども達に対し行われている教育をその場
で体験することができた。 
 二つ目の団体バティスセンターは、日本とフィリピンにある女性問題を取り扱う活動している
団体である。訪問した際には、団体の担当者の方から、団体の活動や女性問題が起きた
背景についての説明を受け、団体を問題に対する理解を深めた。そのあと、昼食の席で問
題の当事者と交流し、実際に起こっている問題について英語を使って質問をし、問題への理
解を深めた。 
 二つの団体の訪問を通して、現在現地で起こっている社会問題に実際に取り組んでいる
人たちとの交流することができ、地球的視野で考える力を養うことができた。 
 
＜学生の感想＞ 
『私たちがまず視察したのはＤＴＣ のオフィスであり、そこはスラム街の一角にある住宅とは
思えないほど綺麗な建物であり、そこにはたくさんの本が並んでいました。しかし、その本はとて
も子どもたちが読めるような内容ではありませんでした。このように、ニーズにそぐわない支援が
現状としてありました。』 
『授業見学を行いました。そこでは子どもたちが、ビニールシートの上に座り、一個の黒板に
向かって楽しそうに授業を受けていました。そこでの授業内容は日本と同じ科目としては算
数があり、違っていた面は、買い物の仕方などといった、基本的な人間生活において必要な
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こと、そして聖書の読み聞かせを行っていました。日本では考えられないけれど、このような教
育が貧困地では行われていないことに驚きました。』 
『ＤＴＣとバティスが連続で続いた怒涛の二日間でしたが、事前学習の効果もあって、知識
をたくさん得ることが出来ました。フィールドワークの中でも特に濃い二日間を過ごすことができ
たと思いました。』 
 
■養護施設訪問 
 フィリピンにて日本人が運営している養護施設を訪問した。この施設には 5 日間滞在し、
生活を共にし、子ども達と交流をした。数日間共に過ごすことで子どもたちの生活を経験し、
そこに住む人たちやその地域について学んだ。Japanese Day と呼ばれる日本の文化や遊
びを子ども達に伝える会を催し、子ども達に日本について学んでもらった。また、子ども達の使
う遊び道具（イカダ）を学生ら全員で製作し、その遊具を施設へ贈呈した。また、子ども達
に対して、イカダの使い方を教えた。 
 養護施設訪問を通して、子ども達が置かれている状況や周囲の環境を学んだ。また、そん
な状況の中でも、笑顔でたくましく生活している子ども達との交流を通して、地球的視野で
考える力を養うことが出来た。 
 
＜学生の感想＞ 
『皆それぞれにわし子（私達が豚に付けた名前）の最後の姿を見届け、順番に皮を剥いで、
皆で美味しく頂きました。普段無意識に近い感覚で言っている「いただきます」の言葉の重み、
大切さを改めて考えさせられました。』 
『私達にとって不慣れな事だったので、完成までに一杯時間がかかってしまったし、現地の方
みたいに綺麗なイカダは作る事が出来なかったけど、子ども達はと-----っても喜んでくれて、
子ども達の 100％の笑顔を見られただけで、本当に頑張って良かったなぁと思いました！』 
『現地では、学校訪問、ホームステイ、Japanese day などたくさんの活動がありましたが、
基本は「子ども達と遊ぶこと」HOJ の烏山さんがおっしゃられた言葉で「見えない愛を見える
行動で」というものがあります。何かしたいと思っている気持ちを思っているだけじゃなく、行動
に移すこと、僕たちの場合はイカダを作って、子ども達に喜んでもらうということでした。そのよう
な活動を通して少しでも子ども達に愛が伝わっていたらいいなと思います。』 
 
３．４．事後活動 
【事後活動の目的】 
 事後活動では、現地での活動を振り返り、学生らの学びを深めることを目的として活動を
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行った。事後活動においても、報告会の準備や報告書の作成は学生が主体的に活動を行
った。 
 
【事後活動の詳細日程】 
事後活動の日程と内容 
実施回 日程 内容 
1 回 9／25（火） 現地活動の振り返り、事後活動に向けた役割分担 
2 回 10／2（火） 学内報告会①（次年度のプログラム参加者対象）の準備 
3 回 10／16（火） 学内報告会①の実施 
4 回 10／30（火） 学内報告会②（全学部全学年対象）の準備 
5 回 11／3（土） 学内報告会②の実施 
6 回 11／4（日） 学内報告会②の実施 
7 回 12／1（土） 学外報告会①（プログラム参加者の保護者対象）の実施 
8 回 12／4（火 活動報告書のとりまとめ・構成の確認 
9 回 12／11（火） 新メンバーとの合同ワークショップの準備 
10 回 12／16（日） 新メンバーとの合同ワークショップ 
11 回 12／18（火） 活動報告書の完成 
12 回 1／8（火） 学外報告会②（小学生～高校生対象）の準備 
13 回 1／12（土） 学外報告会②の実施 
14 回 1／15（火） 次年度に向けた修正案の作成 
15 回 1／19（土） 新メンバーへの引き継ぎ 
 
【事後活動の内容】 
 事後活動、現地での活動を終えた 9 月下旬から開始した。事後活動の内容として主に
報告会の開催、報告書の作成を行った。報告会は様々な対象に対して行った。また年間
の活動を振り返り、次年度に向けた活動の修正案を提案し新メンバーへの引き継ぎも行っ
た。 
 
■報告会 
 現地で活動する以前から帰国後に報告会を行う事は決定していた。そのため、現地での
活動期間中も「伝える」という事に意識を置いていた。伝える対象は異なっても、来てくれた
人たちに対して活動を通して気づいたことや学んだことを「伝える」事で「何かを変えるきっかけ
にしてほしい」という事を共通の目的として報告会を行った。 
報告会の内容として、学生らが現地の大学生との交流や NGO 団体を訪問して話を聞いた
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事など、活動の中で感じたことや学んだことを中心に取り扱った。下級生や国際協力に興味
のある大学生には学生らの経験を伝えることで、同世代でもさまざまな活動が出来るという
事を伝えることが出来た。また、学外報告会では学生らの保護者を招待し、学生らがどのよ
うな活動をしてきたのか、またその活動を通してどのように成長したのかを直接伝えた。外部
報告会は、普段の活動を支えてもらっている保護者に対して感謝を述べる場にもなった。こ
のように対象を変え、複数回報告会を行う事で何度も活動を振りかえる機会を持つことがで
きた。 
 
■報告書の作成 
事前・事後活動を含む本フィリピンブラカンプログラムを通して学んだことを記録として残す
ために、報告書の作成を行った。事前学習から全ての活動を振り返ると、活動中にはわから
なかった気づきも見つけることが出来た。報告書には、事前準備でどのような事を行ったのか、
活動中の活動中の日々の学びや感想を主としてまとめた。このように記録を残すことは、次
年度以降の活動の参考にもなる。また、報告会にて他者の意見から気付いたことを踏まえ
て、学生らは個人個人の感想としてまとめた。事前学習から事後学習までを通して振り返る
ことで活動前後での変化に気づくことが出来た。 
 
   
 
３．５．まとめ 
本プログラムを振り返り、学生らの変化およびプログラムの長所に関して以下に記す。 
■学生らの変化 
事前活動 
 事前活動を始める前は、英語を使って会話をすることに抵抗や苦手意識がある学生が多
かったが、実際に授業で英語を使う経験をしていくことで、英語で会話することに抵抗感が
薄れ、英語コミュニケーション力が向上していると感じた。異文化理解の学習を通して、活動
先や海外の異なる文化に触れることで、現地に行く前の段階から、異文化に対しての関心
が増し、異文化間で協調しながら活動するための知識を身につけることが出来た。 
 事前活動全体を通して、現地活動を行う責任や意欲を向上し、活動を円滑に行うため
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の知識や能力を育成することが出来た。 
 
現地活動 
 現地での活動を通して、英語で現地の大学生や NGO スタッフと交流することで、英語コミ
ュニケーション力が身に付いた。また、現地の人との交流やワークショップを通して、異なる文
化の人たちと話し、共に考えることで、異文化間で協調しながら活動する力につながった。
NGO や養護施設を実際に訪問することによって、海外で行っている社会問題に実際に触
れることができた。その経験から学生らにとっては、以前より広い視野で社会問題を考えるき
っかけとなった。その点から、地球的視野で考える力が身に付いていると感じた。 
 現地活動全体を通して、自分の国以外の人、文化、社会問題に触れることで、学生自
ら自分自身を振り返り、今後の行動を考えるきっかけとなっていた。 
 
事後活動 
 報告会、報告書と、学生自身の経験を他の人たちに伝える活動を行うことで、現地での
活動を学生ら自身で振り返ることができていた。活動を振り返ることで、学生ら自身が学ん
だことを再度考えることが、より深い理解に繋がっていた。また、学生らの学びを他の人に伝え
ることで、学生達とは違った視点からの意見や感想を頂くことができた。多様な方からの言葉
で、学生自身の新たな視野の獲得につながった。 
 
■プログラムの長所 
 本プログラムの長所としては学生が主体的に活動を計画し、参加できたことが挙げられる。
その要因として挙げられるのがワークショップ型の活動を行った事だ。学生は、「事前学習」
「現地での活動」「事後学習」の三つの段階において多くの場面で講義型のように知識を伝
達されるだけという形を取らず、自ら問題について考える機会を多く持つことが出来た。学生
が「プログラムを通して自己の学びについて考える機会が増えた」と述べているように、本プロ
グラムは、学生らに学びに対する主体性を持たせるきっかけとなった。 
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４章 カンボジア・協働活動プログラム（CCAP） 
 
久保田賢一（関西大学総合情報学部） 
 
４．１．プログラムの概要 
国及び地域  ：カンボジア・シェムリアップ州シェムリアップ 
渡 航 期 間  ：平成 24 年 8 月 7 日～平成 24 年 8 月 17 日（11 日間） 
参 加 人 数  ：12 人（院生 1 人、4 年 3 人、3 年 1 人、2 年 5 人、1 年 2 人） 
 
【プログラムの目的】 
 関西大学では2007年度に策定した長期ビジョンにおいて、「『考動力』ある人材の育成」
を掲げている。本プログラムは、その理念をグローバルな視野から具体化し、地域社会や国
際社会でリーダーシップを取りながら地球規模で発生する問題を解決することができる「考動
力あふれる人材」の教育プログラムのモデル化をめざす。 
 
【プログラムの特色】 
 本プログラムの特色は、以下の 3 点である。 
①本学全学部・全学年の学生を対象に参加者募集を行っていること。全学部・全学年を
対象とすることにより、年齢・専門知識など、より多様な学生を集めることが可能であり、
普段は関わることがない学生と関わり人間関係の幅が広がると共に、活動中も多角的な
視点から議論することができたと考える。 
②カンボジア滞在中、本学の学生とパニャサストラ大学の学生が協働して活動を行うことで
ある。そのことにより、両国の学生が、お互いの国の問題を共有することができると共に、異
文化理解やコミュニケーション能力の向上も図ることができる。 
③活動中の相手とのコミュニケーションは全て英語を使用する。パニャサストラ大学では、授
業を全て英語で行っているため、学生一人一人の英語の能力が高い。そのため、交流に
参加した本学学生が実践的に英語を活用する有意義な機会となる。 
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【年間スケジュール】 
プログラムの年間スケジュール 
月 内容 
4 月 フィールドワークの内容決定 
5 月 フィールドワーク参加者の募集 
6 月 
参加者の選抜 
事前活動（詳細後述）開始 
7 月 事前活動 
8 月 カンボジアへ渡航（詳細後述） 
9 月 事後活動（詳細後述）開始 
10 月 学習ポートフォリオの提出 
11 月 関西大学の学園祭にて活動報告会の実施 
12 月 フィールドワーク合同報告会の実施 
1 月 地域連携による海外ボランティア学習交流会への参加 
2 月 活動報告書の作成 
3 月 活動報告書完成 
 
【プログラムの教育・指導体制】 
 本プログラムでは、参加学生がフィールドワーク中に感じたことや、考えたこと、学んだことを
ジャーナルとして書き残し、それを学習ポートフォリオとして SNS 上に蓄積した。学習ポートフ
ォリオには、教員だけでなく、参加学生全員がアクセスできる仕組みになっており、お互いの
学習ポートフォリオを読んだり、内容について議論する時間を設けたりすることで、学習効果
の向上を図った。また、プログラム終了後、活動報告書の作成や報告会の実施をするため
の資料としても、学習ポートフォリオを使用した。 
 
【プログラムの危機管理体制】 
本プログラムでは、渡航前の事前活動の際、参加学生に対して本学担当教員より、安
全確保、健康維持のためのレクチャーを行った。そして、渡航にあたっては必ず教員が指定
する保険への加入の義務付けを行った。また、A 型肝炎ワクチンなどの予防接種を奨励した。
さらに、本学担当教員らは、学生の日常生活におけるカウンセリングをインターネット上で行
い、適宜アドバイスなどを行った。 
カンボジアでは、参加学生は、パニャサストラ大学の教員が紹介したホテルに滞在した。
参加学生が現地滞在時に体調不良を訴えた場合は、速やかにパニャサストラ大学の担当
教員がロイヤル・アンコール・インターナショナル病院にて受診させることができるように、地図
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や車などの環境を整えた上で活動に臨んだ。 
また、担当教員同士でインターネットを活用し、密に連絡を取り合いながら、現地の疾病
や災害、事故などの情報共有を図った。 
 
４．２．事前活動 
【事前活動の目的】 
 本プログラムでの事前活動では、以下の２点を目的に事前活動を実施した。 
①参加学生が意欲的に活動に取組むための動機づけを行う 
②現地でフィールドワークを実施する上での、国際協力や異文化理解、危機管理に関する
予備知識を身につける 
 
【事前活動の詳細日程】 
事前活動の日程と内容 
実施回 日程 内容 
1 回 6／9（土） オリエンテーション 
2 回 6／13（水） 講義（カルチャーショック論） 
3 回 6／20（水） 活動ビジョンの設定 
4 回 6／27（水） 講義（国際協力論） 
5 回 7／4（水） 現地連携団体の説明 
6 回 7／11（水） 
講義（支援の方法） 
テレビ会議システムを使った交流 
7 回 
7／14（水） 
合宿（英語に関するワークショップ） 
8 回 合宿（フィールドワークの目標に関するプレゼンテーション） 
9 回 
7／15（日） 
合宿（異文化理解に関するワークショップ①） 
10 回 合宿（異文化理解に関するワークショップ②） 
11 回 7／18（水） 合宿の振り返りと、目標の再設定。現地での活動準備 
12 回 7／25（水） 
客員講師による講演 
（東南アジアの紛争影響地域に対する日本の支援） 
13 回 7／28（土） 渡航に向けた準備 
14 回 8／1（水） 渡航に向けた準備 
15 回 8／3（金） 渡航に向けた準備 
 
【事前活動の内容】 
 カンボジアにおけるフィールドワーク（以下、カンボジアフィールドワーク）を実施するにあたり、
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事前活動として、全 15 回（1 コマ 90 分）の事前学習や、日本国内で SNS やテレビ会
議システムを活用したカンボジア学生との交流を実施した。事前学習の詳細は上記の表の
通りである。 
 SNS を使った交流では、Facebook を使った。パニャサストラ大学の学生と関西大学の学
生が、Facebook上で交流を行うためにコミュニティページを開設し、そこに自己紹介の動画
や、お互いの国を紹介する写真の投稿やチャット交流を行った。また、不定期的にテレビ会
議システムである Skype を使った交流も実施した。全ての交流は英語により実施された。 
 これらの取組により、学生の活動に対する動機付けを行うと共に、10 日間という短い期間
で、カンボジアの学生と日本の学生が、打ち解け合い協働できるための環境作りをすることが
できた。 
 次に事前学習についてである。事前学習ではカンボジアで活動を行うための予備知識を
身につけると言うことに主眼を置き、国際協力、異文化理解、危機管理という 3 大項目を
中心に実施した。また、各講義後は、参加学生はその日学んだことや、与えられた課題を、
ジャーナルとしてまとめ、SNS 上に学習ポートフォリオとして記録・蓄積を行った。また、学習の
振り返りを行えるだけでなく、他の学生のジャーナルを読みコメントを書き込むことで、インフォ
ーマルな場でも学生同士がディスカッションできる環境を作ることができた。以下に、国際協
力、異文化理解、危機管理のそれぞれに関する詳細を記述する。 
 
■国際協力 
 3 つの講義やワークショップを通して、国際協力に関する基礎的な知識を学習した。内容
は、1)被災地支援と国際協力、2)これまで国際協力としてどのような支援が行われてきた
のか、3)東南アジアの紛争影響地域に対する日本の支援である。また、日本がどのような
国際協力を行っているのか、カンボジアにはどういった NGO があり、どのような活動を行ってい
るのかということについても学習し、支援の在り方や自分たちができる国際協力について議論
を重ねた。 
下記は、事前学習で行った国際協力に関する講義の一例である。 
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■講義テーマ：慈善型開発・技術移転型開発・参加型開発 
■講師：長谷川伸 
■目的：開発の 3 類型（慈善型開発・技術移転型開発・参加型開発）の概要をつかみ、慈
善型開発→技術移転型開発→参加型開発と国際協力の主流が変遷してきた理由
を理解する。 
■タイムテーブル 
1．レクチャー（70 分） 
ａ）慈善型開発（20 分） 
ｂ）技術移転型開発（20 分） 
ｃ）参加型開発（30 分） 
2．質疑応答・ディスカッション（15 分） 
3．感想ラベル記入（5 分） 
 
■異文化理解 
 カルチャーショック論をトピックとした講義を受け、異文化に出会った際にどのように対処すべ
きかを学んだ。また、異文化理解に関するワークショップでは、日本や自分自身を伝えること
の難しさや、フィールドワークでの異文化を捉える視点の定め方を学んだ。 
 活動の場であるカンボジアについて歴史や文化、経済状況についての学習は、個人単位
で行った。また、参加学生は、「カンボジアでの小学校建設ラッシュについてどう思うか」という
テーマでレポートをまとめ、参加学生同士で繰り返し議論を行った。自分の意見に対する論
証を集めることで、カンボジアの歴史的背景や支援の現状、国際協力のあり方等について
各々が知識を深めた。 
■危機管理 
 海外、特に東南アジアで気をつけるべき伝染病とそれらへの対策法を紹介･説明した。緊
急連絡先の確認や、万が一のけがや病気にかかった際に診療を受けることができる病院につ
いての説明や、渡航前に受けておくべき予防接種、加入するべき保険についても説明を行っ
た。また、食べ物や飲み物、カンボジアでの基本的な生活の流れなどについても説明を行い、
参加学生が十分な準備をしてからカンボジアに渡航できるようにした。 
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４．３．現地活動 
【現地活動の目的】 
 カンボジアのパニャサストラ大学の学生と協働し、現地 NGOや農村部小学校での社会貢
献活動に参加した。活動を通じて a)異文化間で協調しながら活動する力、b)英語コミュニ
ケーション力、c)地球的視野で考える力の育成を目的とした。 
  
【現地活動の詳細日程】 
現地活動の日程と内容 
日程 内容 
8／6（月） 入国 
8／7（火） オリエンテーション、パニャサストラ大学の学生との顔合わせ 
8／8（水） 現地 NGO フィールドサイト、農村部小学校訪問 
8／9（木） トンレサップ湖見学 
8／10（金） 児童養護施設への訪問 
8／11（土） 現地 NGO との活動、農村部小学校での活動 
8／12（日） 農家生活体験 
8／13（月） アンコールワット遺跡群見学 
8／14（火） 活動のふり返り 
8／15（水） 活動予備日 
8／16（木） 活動予備日 
8／16（金） 帰国 
 
【現地活動の内容】 
■現地 NGO との活動 
 Education for Population Support Foundation (EPS) 、ABC and Rice など
の現地 NGO の活動フィールドを訪問し、NGO の活動の内容や仕組みについての説明を
受けた。また、EPS が支援する小学校を訪問し、絵本を使ったワークショップを実施したり、
小学校周辺のコミュニティを訪問し、住民へのインタビューを行ったりした。さらに、丸一日農
村家庭に滞在し、農村生活体験を行った。ABC and Rice では、同団体が運営する学校
の校舎のペンキ塗りやそこに通う子ども達との交流を行った。 
 
＜参加学生の感想（学習ポートフォリオより）＞ 
『農村で人々にインタビューをして、カンボジアの農村部の生活を知った。物を手に入れるた
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めに物々交換をよくしているということを聞いて、日本のはるか昔のような生活をカンボジアの
農村ではまだ続けているのだと思い、衝撃を受けた。（法学部 2 年）』 
『農村生活を 1 日体験したときに、受け入れてくれた家庭は私たちのために貴重な鶏を殺し、
調理して私たちに振る舞ってくれた。それ以外にも手厚くもてなしてくれて、お客さんを受け入
れるということがどれだけ彼らにとって特別なことなのか分かった。（商学部 2 年）』 
 
■パニャサストラ大学の学生と交流 
 カンボジア現地の大学であるパニャサストラ大学の学生は、カンボジアでの活動期間中の
全てに参加し、共に活動することで交流を深めた。活動期間中に学生の家庭へのホームス
テイを経験することで、日常生活での関わり合いを持つ機会を設けた。また、活動期間後半
にはそれまでの活動を振り返り、ディスカッションや意見交換を行うことで、お互いの社会が抱
える問題邸についての考え方の相違点や類似点についても理解することができた。 
 
＜参加学生の感想（学習ポートフォリオより）＞ 
『カンボジアの学生は自国の文化（特に宗教）、政治のことについてとても良く知っていた。
私も日本の政治のことについて聞かれたが、政治への知識が乏しかった上、英語という言葉
の壁もあり、全然うまく伝えられることができなかった。カンボジアの同年代の人との交流を通
して自分を含め日本人がいかに自国への知識が乏しいか思い知った。（経済学部2年）』 
『ホームステイでは、シャワーが出なかったり、出たとしても冷水だったり、トイレに紙がなかった
りと、生活面で日本と違うところが多々あり、少し不便に思うこともあった。でもホストファミリー
からのおもてなしはとても厚く、私を家族の一員のように扱ってくれたのがとても印象的だった。
（経済学部 4 年）』 
 
■農村部小学校･児童養護施設への訪問 
 農村部にある小学校を訪問し、清掃活動や、子どもたちの爪切りや洗髪を行った。また、
他の小学校では絵本を使ったワークショップを行うなどして小学生との交流を図った。また、
現地 NPO が運営する児童養護施設を訪問し、植林活動を行ったり、子ども達やスタッフへ
インタビューしたりし、カンボジアの社会問題について理解を深めた。 
 
＜参加学生の感想（学習ポートフォリオより）＞ 
『カンボジアの小学生は、十分な教科書も持っておらず、今にも崩れてしまいそうな校舎の中
で、熱心に勉強していて、私が小学生の時はこんなに一生懸命に勉強したかな、と少し情
けない気持ちになった。（法学部 2 年）』 
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『孤児院の子どもたちは、家族がおらず寂しく暮らしているのかな、と思っていたが、実際孤児
院に訪問すると子どもたちは常に笑顔で、人懐っこくて、元気いっぱい遊んでいて、ひとりひと
りがとても輝いていた。とても衝撃だった。（外国語学部 3 年）』 
 
   
 
４．４．事後活動 
【事後活動の目的】 
 カンボジアフィールドワークに関する報告書の作成や報告会、座談会の実施により、フィー
ルドワークでの経験を第三者へ発信すること、また、自分たちの活動をふり返り言語化するこ
とで、自らが得た学びを論理的･体系的に整理することで、体験を学習へと繋げることを目
的とした。 
 
事後活動の日程と内容 
実施回 日程 内容 
1 回 9／25（火） TOEIC 試験 
2 回 10／3（火） 学習ポートフォリオの完成 
3 回 10／10（火） 関西大学学園祭での「フィールドワーク報告会」実施準備 
4 回 10／17（火） 関西大学学園祭での「フィールドワーク報告会」実施準備 
5 回 10／24（火） 関西大学学園祭での「フィールドワーク報告会」実施準備 
6 回 11／3・4 日（火・水） 関西大学学園祭での「フィールドワーク報告会」実施 
7 回 11／7（火） フィールドワークムービー作成 
8 回 11／14（火） フィールドワークムービー作成 
9 回 11／21（火） 「フィールドワーク合同報告会」実施準備 
10 回 11／28（火） 「フィールドワーク合同報告会」実施準備 
11 回 12／1（土） フィールドワーク合同報告会 
12 回 12／11（火） カンボジア学生受け入れ手伝い 
13 回 12／18（火） 「地域連携による海外ボランティア学習交流会」発表準備 
14 回 1／8（火） 「地域連携による海外ボランティア学習交流会」発表準備 
15 回 1／12（土） 「地域連携による海外ボランティア学習交流会」 
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【事後活動の内容】 
プログラム終了後、参加学生は事後活動として、教員と院生の指導の下フィールドワーク
のムービー作成や、学内外において活動報告会を実施した。また、それらの報告内容に対
し、教員から反省やアドバイスなどのフィードバックを行った。 
■フィールドワークムービー作成 
 フィールドワーク中に撮影した写真を使い、1 人 3~4 分のショートムービーを作成した。こ
のムービーでは、参加学生が活動中に感じたことや学んだこと、伝えたいメッセージなどを盛り
込み、SNS 上で共有するだけでなく、後の報告会などで使用した。 
■報告書作成 
 参加学生は、フィールドワークについての報告書を作成した。訪れた団体や行った活動ごと
に、訪問･活動目的や活動内容、それらから学んだこと･感じたことなどについてまとめた。 
■報告会実施 
 参加学生はフィールドワーク終了後、学内外で 3 つの報告会を実施した。大学生のみで
なく、社会人や高校生も対象とした。これらの報告会を通し、参加学生は自分たちの活動
にどのような意味があったのか、何ができて、何ができなかったのか等について改めて整理し、
第三者に伝えることで自分たちの活動や意見を体系化した。 
 
   
 
４．５．まとめ 
ここでは、本プログラム全体を通じての所感を述べる。まず、本プログラムの開始時の、参
加希望者を募る際、大々的な告知を行ったわけではないが、応募してきた学生の数は実施
者側の予想を大きく超えた。そのため、参加者選考ではグループディスカッションを実施し、学
生の態度や積極性、論理的思考力などを図った。ここでも学生の意識の高さが見られ、活
発なディスカッションを見ることができた。結果として選ばれた 9 名の学生であったが、これまで
使ったことのない SNS ツールの活用や、アカデミックな文章作成においては各々が難しさを感
じているようだった。しかし、事前学習を通して継続的に SNS を使用したり、小論文を課題
として提出させたりする事で少しずつ改善されていった。英語に関しても苦手意識を持つ学
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生が多くいたが、事前に行ったオーラルコミュニケーションワークショップの成果もあってか、現地
では英語に慣れないながらも、普段からなんとかコミュニケーションを取ろうとする姿勢が多く
見られた。しかし、ディスカッションの場になると未だに積極的に話すことができない学生がほと
んどであった。そういった語学面も含め、多くの学生が悔しさや無力感を日本へ持ち帰ったよ
うである。語学面でのサポートもこれからの大きな検討材料である。 
 個人がフィールドワークで感じた思いを綴ったムービー作成ではその感情が上手く表現され
ていた。フィールドワークの意義や自身の学び･成長を強く感じており、報告会では力強いメッ
セージを込め、他人へのきっかけ作りができたらと奮闘した。また、報告会自体の企画や運
営からも責任感やマネジメントを学ばせることができた。事前学習からフィールドワーク、事後
学習を通して随時に参加者の成長が見られた。 
 
本プログラムの長所は、以下の 3 点である。 
１）参加対象が全学の学生であること 
全学を対象とすることにより、異なった専門知識をもつ学生を集めることが可能になる。多様
な知識を持つ学生が集まることにより、活動に幅が広がると考えられる。実際に、SNS 上で
行った議論では、各々の背景や知識を生かし、様々な知見からの意見やアイデアが多く見
られ、活発な議論が展開された。 
２）事前･事後学習のプログラムが充実していること 
 事前学習が充実した内容であるため、参加学生は精神面でも知識面でもしっかりとした
準備を行った上でフィールドワークに参加できた。カンボジアの歴史･現状はもちろん、国際
的な支援の問題点や異文化理解に関する講義･ワークショップを通して、実際のフィールドワ
ークで見るべき視点が確立され、異文化へ柔軟に対処することができた。また、グループワー
クや合宿などを通し、参加学生間で良好な人間関係を作り上げたことで、現地でのより深
い学びや活動に対する不安の軽減がなされた。事後学習では、多くの報告会の実施やムー
ビー･報告書の作成などにより、第三者に自らの体験を伝えた。このことにより、現地での体
験を整理し、深い学びへとつなげることができた。 
３）学生が主体となって企画･運営すること 
 本プログラムでは全ての企画・運営を教員が全て行うのではなく、参加学生にある程度の
裁量を与え、学生同士の話し合いによって活動内を決定させた。その結果、院生や 3、4
回生の高学年の学生が責任感を持ち活動に取り組むことができた。また、高学年が活動に
取り組む姿勢は 1、2 回生にとっては、これからどのように学生生活を充実させていくのかとい
う、よきロールモデルになっていた。このように、本プログラムを通じ、高学年の学生が低学年
をまとめながら活動を進めていく、学生主体のプログラム運営の基盤が構築された。 
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５章 実践的英語コミュニケーション能力育成に向けた取り組み 
 
Bert Kimura（University of Hawaii） 
 
５．１．プログラムの目的と特徴 
実践的英語コミュニケーション能力育成に向けた取り組み（以下、英語実践プログラム）
では、プログラム全体の目的の一つである「英語コミュニケーション能力の育成」を目指したプ
ログラムである。具体的には、渡航前の事前学習とて英語でのグループディスカッションを基
本とし、プログラム全体を通して実践的な英語コミュニケーション能力を向上するトレーニング
を取り入れ、現地を訪れた際、積極的に英語でコミュニケーションを取るための準備をおこな
った。そして、帰国後も事後学習を行い、現地での学習をより定着させるよう取り組んだ。以
下に具体的な活動項目を記す。 
 
①英語によるディスカッションの手法 
②英語によるディベート大会の実施 
③英語でのプレゼンテーションの手法 
④改題大学生とのテレビ会議や SNS 上での動画メッセージ(ムービー)の交換 
⑤現地大学と合同でワークショップを計画・実施する 
⑥英語ジャーナルの書き方 
⑦英語によるアカデミックディスカッション 
 
５．２．活動内容 
英語実践プログラムは、渡航前の事前学習と帰国後の事後学習という 2 つの段階で実
施した。また、プログラム成果の評価方法として、国際ビジネスコミュニケーション協会が実施
している TOEIC 公開テストの参考書から問題を作成し、英語実践プログラム開始時と終
了時に英語テストを実施した。2 つのテストから、学生が獲得した点数の比較し、実践成果
の評価を試みた。また、学生は SNS 上に授業毎に学習の記録を蓄積していたものも、評
価の資料として使用した。以下に具体的な授業内容と活動内容の説明を行う。 
 英語実践プログラムでは、グループディスカッションを基本とし、学生の日常内容を取り上げ
ることで実践的な英語コミュニケーション能力の育成を行った。事前学習の前半は、SNS や
Skype など ICT を活用し、コミュニケーション能力の育成を行った。テキストメッセージでのや
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り取りや自己紹介ムービーの交換などを、SNS を通して行うことで、国内で活動を行いなが
らも、海外（渡航先）と繋がっているということを学生が意識できるようにした。また、授業内
容も英語でのグループディスカッションやプレゼンテーションの基本的な力が自然に身につくよう
工夫した。 
 
 
実施回 
前期 後期 
授業日 テーマ 授業日 テーマ 
１回 4/13(金) 自己紹介、他己紹介 10/5(金) 英語ジャーナルの作成１ 
２回 4/18(水) 自国紹介 10/12(金) 英語ジャーナルの作成２ 
３回 4/20(金) ディスカッション手法 10/19(金) 英語ジャーナルの作成３ 
４回 4/27(金) ディベート体験 10/26(金) 
テレビ会議を活用したフィリピン、 
カンボジアとの交流１ 
５回 5/2(水) SNS によるコミュニケーション 11/2(金) 
テレビ会議を活用したフィリピン、 
カンボジアとの交流２ 
６回 5/11(金) 英語ムービーの制作 11/9(金) 英語ムービーの制作１ 
７回 5/18(金) テレビ会議コミュニケーション１ 11/16(金) 英語ムービーの制作２ 
８回 5/25(金) テレビ会議コミュニケーション２ 11/23(金) 英語ムービーの制作３ 
９回 6/1(金) 中間テスト 11/30(金) 英語報告書の制作 1 
10 回 6/8(金) プレゼンテーション手法１ 12/7(金) 英語報告書の制作 2 
11 回 6/15(金) プレゼンテーション手法２ 12/14(金) アカデミックディスカッション手法 
12 回 6/22(金) 英語ジャーナルの書き方 1/11(金) アカデミックライティング手法 
13 回 7/6(金) 
テレビ会議を活用したフィリピン、
カンボジアとの交流１ 
1/18(金) 最終テレビ会議準備 
14 回 7/13(金) 期末テスト 1/25(金) 
テレビ会議を活用したフィリピン、 
カンボジアとの交流 3 
15 回 7/20(金) 
テレビ会議を活用したフィリピン、
カンボジアとの交流２ 
2/8(金) 期末テスト 
 
中間テストでは、英語でインタビューを実施し、英語で対話する力がどの程度身について
いるのかを確認した。事前学習の後半は、現地で英語ジャーナルを書くための練習を行った。
また、実際に Skype を通して現地大学の学生と交流をし、大学生活や日常生活の比較
をテーマに対話し、コミュニケーション能力を養った。さらに、事前学習の最終日に、期末テス
トとして TOEIC テストを実施し、その結果を本英語実践プログラムの評価の対象とした。 
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帰国後も全 15 コマの事後学習を実施した。事後学習の前半は、現地での活動を通して
学んだことを、まとめるための振り返りを行い、振り返ったことを英語ジャーナルとして完成させ
た。また、学生同士でのグループディスカッションを行い、自分が学んだことを英語で伝える練
習を行った。活動を振り返った結果は報告書だけでなく、英語ムービーとしてもまとめた。 
事後学習の最終日には TOEIC テストを再度実施した。以下、活動結果にてその評価
の対象となる結果を報告する。 
 
５．３．活動結果 
英語実践プログラムにおける活動結果として、学生は事前学習で学んだスキルを活かし
て現地で活動を行い、事後学習での振り返りを通して英語コミュニケーションの能力がブラシ
ュアップされた。 
事前学習で英語におけるプレゼンテーションの手法や対話のスキル、英語ジャーナルの書
き方の手法を学んだことは、現地大学の学生との交流に対して前向きな姿勢に繋がり、結
果として活発な英語での議論や、振り返り内容の充実を促進したと考えられる。これらの力
は、異文化を持つ海外フィールドで現地の人々と協働していくための重要な力であり、本教
育プログラムでの具体的な教育目標でいうならば、英語コミュニケーション力の向上という目
的を達成できたと言える。学生は事前学習でテレビ会議を用いてフィリピンやカンボジアの学
生との交流に取り組んだ。そこでは、指導教員の支援が必要になる場面も数多く存在し、
積極的に自ら発言し、交流することが難しかった。しかし、現地で実際に現地学生と直接交
流を行い、活動を行うことによって学生の積極性は徐々に増していった。そして、現地で向
上した積極性は、事後学習でも現われていた。例えば、Skype を用いたテレビ会議ではフィ
リピンやカンボジアの学生との交流において、学生は作成した英語ムービーの紹介や、振り返
りに関するディスカッションを学生自ら進行している様子が見られた。また、 SNS を用いた授
業設計としての成果は、学習の記録を SNS 上に蓄積するだけでなく、蓄積した記録を学
生自身が、事後学習の振り返り時に使用したり、海外の学生との交流のツールとして使用
したりと、幅の広い学習を可能にした。学生が授業時間外でも、英語に触れ合う環境を整
えられたと考える。 
 また、英語能力の向上を数値的に測るために実施した TOEIC テストの結果を以下に記
す。 
 
■TOEIC による結果 
 本英語実践プログラムにおける評価としてプログラム開始時と事後学習の期末テストで
TOEIC の問題を用いたテストを行い、学生の獲得点数を比較し、英語能力の向上を数値
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的に測った。以下に、テストの結果を記す。 
TOICE テストの結果、Reading セッションにおいては、約 60%の学生に点数の向上が
見られた。この結果の要因として、学生らが行った、SNS 上での英語での学習記録の蓄積
や、海外学生とのテキストメッセージの交流をするなどが、Reading 能力の向上に大きな影
響を与えたと考える。また、あまり SNS 上で積極的に交流をしていなかった学生においては
向上されなかったことが分かっており、全ての参加学生が、積極的に SNSを活用できる仕組
みの改善が必要である。 
Listening セッションにおいては、ほとんど全ての学生に成果が見られた。その理由としては、
ネイティブスピーカーにより全ての授業を英語で実施していることや、事前学習から現地での
学習、事後学習を通して英語でのディスカッションやプレゼンテーションなど、実践的な内容を
盛り込んだことが挙げられる。また、フィリピンやカンボジアの学生と協同活動に取り組んだこと
も、今回の成果に影響を与えたと考える。 
 
TOEIC テストの結果（リーディング） TOEIC テスト結果（リスニング） 
  
 
   
 
Reading
氏名 事前学習 事後学習 変化
黒石　大志郎 65 49 -16
榎　浩大 56 31 -25
森田　俊勝 30 45 15
八十嶋　郁也 39 25 -14
川西　崇文 44 41 -3
堺　悠里花 38 46 8
辻本　譲 75 73 -2
宇佐　望月 67 75 8
鷲山　彩香 29 44 15
関根　孝博 54 60 6
原　広輝 57 57 0
浦野　友欣 41 56 15
瀧野　愛美 67 65 -2
山内　さえ子 53 62 9
近藤　顕人 35 49 14
平均点 50 51.86667 1.866667
Listening
氏名 事前学習 事後学習 変化
黒石　大志郎 44 53 9
榎　浩大 42 53 11
森田　俊勝 41 52 11
八十嶋　郁也 48 52 4
川西　崇文 30 44 14
堺　悠里花 50 34 -16
辻本　譲 64 69 5
宇佐　望月 77 -77
鷲山　彩香 36 40 4
関根　孝博 38 47 9
原　広輝 63 73 10
浦野　友欣 39 52 13
瀧野　愛美 58 68 10
山内　さえ子 50 55 5
近藤　顕人 54 47 -7
平均点 48.93333 52.78571 3.852381
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５．４．まとめ 
英語実践プログラムの事前学習において、英語でのグループディスカッションを基本とし、
実践的に英語を身につけることに主眼を置いた。日常的内容をテーマとした、ディスカッション
やプレゼンテーションの手法を学び、英語で話を聞く・話す知識を身につけたことが、現地学
生とコミュニケーションを積極的に取る態度の育成につながった。そして、現地では現地の学
生と協同して取り組むことで英語コミュニケーション能力の育成が達成できたと考える。事後
学習においても振り返りや映像制作、報告書の制作など、英語で自身の活動を整理し成
果をまとめるという作業を行った。これまで英語を学ぶこと中心に活動を行ってきた学生が、
英語で学ぶことに取り組むことができた。学生は英語を使って学ぶことの難しさを実感し、さら
なる英語学習への動機付けを行うことができた。 
 
５．５．成果報告論文 
本英語実践プログラムの成果をまとめた論文が、平成 26 年度関西大学総合情報学部
紀要「情報研究」に採録された。 
 
Kimura, M. O., Kimura, B. Y. & Kubota, K. (2014) 「Design and Evaluation of 
English Oral Communication Course at Kansai University」 『情報研究』 第 41 号 
pp.41-59 
 
概要 
Educators, linguists, and anthropologists recognize that language reflects 
societal values, culture, and attitudes of the country where the language is 
spoken. The use of technology provides numerous activities where students can 
learn about the values, culture, and lifestyles of people living in other countries 
while practicing their English communication skills. This paper examines the use 
of videoconferencing between students at Kansai University and the University 
of Hawaii to develop language skills and increase intercultural understanding. 
The authors describe learning activities to prepare students for the 
videoconferences, examine learning styles related to the use of technology, 
provide observations about technology use, and discuss changes in students’ 
intercultural sensitivity over one semester. 
 
キーワード 
Second language learning, Videoconference, Intercultural awareness 
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６章 新規連携先の開拓：JOCV と連携したプログラム 
 
岸磨貴子（明治大学国際日本学部） 
 
本事業をさらに拡大、波及させていくことを目的とし、新規連携先を開拓した。平成 25
年度の取組として、青年海外協力隊セネガル事務所と連携したプログラムを実施した。その
成果をまとめた論文が、平成 26 年度関西大学総合情報学部紀要「情報研究」に採録さ
れた。 
 
岸磨貴子・久保田賢一・吉田千穂 (inpress) 「JICA の大学連携プログラムを活用した
短期海外研修の実践デザイン－セネガルでの実践事例から－」 『情報研究』 第 42 号 
pp.25-46 
 
概要 
本研究の目的は、JICA の大学連携プログラムにおいて、短期ボランティアとして派遣される
学生および学生を受け入れる青年海外協力隊員双方にとって有益な実践とするため短期
海外研修をデザインするための要件を提案することである。双方にとって有益な実践とは、
学生たちが現地での社会貢献活動に十全的に参加し経験できることであり、受け入れ隊
員にとっては日々の実践を拡張し発展させることである。具体的には 2014 年２月に関西
大学がセネガルで実施したプロジェクト型の短期海外研修を事例として、大学側および受け
入れ隊員双方にとって有益な連携の可能性について考察する。そのために、次の２点を明
らかにする。ひとつはプログラムに参加した学生の学びである。大学が教育プログラムとして実
施する上で本プログラムが有益であるかどうかについて、学生の学びに焦点をあてて評価を
行う。ふたつめは、受け入れ隊員にとっての利点である。途上国での活動経験が少なく、専
門知識や技術が十分にない学生を受け入れることは、受け入れ隊員にとって大きな負担と
なるが、大学との連携は受け入れ隊員にとって新しい活動への展開となる可能性がある。イ
ンタビューおよび参与観察をもとにこの２点を明らかにした上で、双方にとって有益な実践を
デザインするための要件を学習環境のデザインとして提案する。 
 
キーワード 
大学の地域連携、JICA、途上国、短期海外研修、短期ボランティア、学習環境デザイン、
国際協力 
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７章 スウェーデンにおけるサービスラーニングの事例 
 
アレキサンダー・ベネット（関西大学国際部） 
 
スウェーデンにおける「武道リハビリサービス・ラーニング・モデル」 
 
国 ：スウェーデン 
地域：ラップランド地方、ノールボッテン県、ルレオ市 
人口：45、467 人 
大学：ルレオ工科大学 
 
【はじめに】 
ルレオ工科大学が Pontus Johansen 氏の指導のもと、体育専攻の学生に、幼児教
育、身体および精神健康の促進、そして高齢者および事故の犠牲者のリハビリテーションに
関して一般地域社会で自分たちの知識を活用することを奨励するプログラムの開発に取り
組んでいる。同プログラムは開発中であるものの、日本の武道で、特に身体的および精神的
障害を持つ者の為のリハビリテーションの可能性が興味深い。スウェーデンで開発されている
武道のサービスラーニング・モデルは、日本の高齢化問題を考えると間違いなく妥当と思われ
る。このスウェーデンの実験は伝統的な身体文化を実践する上で、日本でこれまで使用され
なかった未開拓の使用方法を論証し、いかに学生と地域社会がこの知識から利益を得るこ
とができるかを論証できる可能性を秘めている。 
この事例研究は、日本での実践活動に応用可能であり、特に事前･事後研修に示唆を
与えることが期待される。スウェーデンのモデルが日本の社会的および文化的状況に合わせ
てどのように適応・参照することができるかを調査することを目的として 2012 年 8 月にデータ
収集のためにスウェーデンを訪問した。 
 
【サービスラーニングとは】 
学校教育とコミュニティにおける関連サービスを組み合わせた教授法である。提唱者は、
原則と実践が適切な社会的背景において直接適用され、かつ、教員の指導のもとに得た
経験内省と併せて学生が学校教育を通じてそれらを学ぶことにより、学習という行為がより
高まると主張する。 
サービスラーニングは、以下の項目のように様々な形態をとる。 
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①直接的サービスラーニング：個人対個人で顔をあわせて行うプロジェクトで、学生から直
接的支援を受ける個人に対してサービスが影響を与えるもの（家庭教師、高齢者を扱
う仕事、オーラル・ヒストリー、ピア・メディエーション等） 
②間接的サービスラーニング：特定の個人ではなく地域にとって有益なプロジェクト（すなわ
ち環境、建造物、復興、町史、食料および衣料の寄付を募る活動など） 
③提唱型サービスラーニング：仕事、活動、演説、執筆、教育、提示、情報の伝達等の
公益に関係する問題に対する行動を促したり認識を高めたりするプロジェクト（すなわち
読書の促進、安全性、環境保護、郷土史、暴力や薬物使用の防止、防災準備等） 
④研究型サービスラーニング：実地調査、研究、査定、実験、データ収集、インタビュー等
を通じて公益に関するテーマについて情報を探し、集め、報告する（すなわち家庭や公
共の建物のエネルギー効率診断、水質調査、動植物研究、実地調査など）。 
 
高等教育機関でのサービスラーニングの実施に関して、アメリカは概して世界のリーダーだ
と見なされており、たいていの西欧諸国は、自国の地域社会に合ったサービスラーニング・モ
デルを開発する際にアメリカを手本にしている。他の西欧諸国がアメリカの様々なモデルをど
のような方法で採用しているかを見ると、日本に合ったモデルを開発する上でとても参考とな
る。特に、スウェーデンにおけるサービスラーニングは、教育的実践の促進および社会全般に
利益をもたらす貴重な手段としてますます認識されつつある。スウェーデンは先進的福祉政
策で評価されており、サービスラーニングは教育と社会政策を統合するために実行可能な手
段とみなされている。 
 
【スウェーデンにおける日本武道の現状】 
スウェーデンにおける武道の一般的人気に関して言うと、実のところ、一般論として、定着
率は 90 年代半ばより何年にもわたって減少している。しかしながら、この減少傾向は収まっ
ており、新たに武道を始める人の数は再び増えつつある。とりわけ、MMA（総合格闘技）
や BJJ（ブラジリアン柔術）、「サブミッションレスリング」などの新しいまたはハイブリッドのプロ
の格闘技をする人口は国中で急増している。 
 面白いことに、これらの「新しい」格闘技は伝統的武道のブームにも火をつけた。プロの格
闘技における「スター」の多くは伝統武道、特に空手道や柔道のトレーニングをしてキャリアを
スタートしている。Lyoto Machida、George St。 Pierre、岡見勇信、青木真也と言った
MMA の有名な格闘家はみな過去に伝統武道を学んでいるが、多くの人々が彼らを通じて
従来の武道の哲学や伝統を単なる競技スポーツとしてではなく「生き方」として捉えて興味を
持つようになっている。 
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 主流のスポーツと比べれば武道はいまだにマイナーなスポーツではあるが、スウェーデンでの
武道のイメージは肯定的だ。武道は身体と心に深遠な哲学的見解を包含するということを
より多くの人々が理解している。武道は「屈強な男たち」と身体能力に優れたアスリートの為
のスポーツだという誤解はいまだに存在するものの、性別や年齢に関係なくすべての人が参
加することのできる身体鍛錬のひとつの形だと捉える人々の数が増加している。実際、身体
的および精神的障害を持つ人々は、武道における肉体的排他性という先入観を無視し、
全ての人が武道を通して身体的および精神的健康面で多くを得ることができると証明するよ
うになってきている。 
 
【スウェーデンにおける障害者の武道】 
スウェーデンにおいて障害者の武道への参加は Solveig Malmqvist 女史が 1970 年
代に柔道で先駆者として努力をしたことから始まった（彼女はスウェーデンで最初に剣道を
始めた一人でもある）。空手道における障害者の参加の歴史を紐解くことはより困難だが、
一般的に、1980 年代初頭の Pontus Johansen 氏（脳性まひ）の多大なる努力が始
まりとされている。彼はまずは空手道、次に柔道を始め、間もなく、これらの武道に参加する
ことは非常に満足感が得られるだけでなく、リハビリテーションおよび健康維持のためにとても
有効だということが立証されていることに気付いた。 
当時、武道をしている障害者の人数はわずかで、様々な障害を持つ人々に合ったトレー
ニング法を開発することはもちろんのこと、自分が学ぶ際にインスピレーションの源を探すことは
難しかったと Johansen 氏は主張する。初期の頃は、まだインターネットが世界的現象にな
り始めたばかりの頃だったが、障害者のための武道に関する活動に関与している数多くの個
人もしくは団体が存在することを発見した。それぞれが独立して存在する小団体ゆえ、広く
普及させる上でそれぞれが似たような問題により活動を妨げられ、常に何度も類似してかつ
不必要な作業を一から行わなければならなかった。 
Johansen 氏はイニシアチブを取り、それらの全ての団体が一同に終結して情報交換が
できるような機会を設けることを決めた。彼の力になったのが千葉に所在する国際武道大学
だった。国際武道大学を訪問し、Johansen 氏は定期的にほぼ全ての日本の武道を試す
ことができた。そしてこのフィールドワークを通し、彼は様々な武道を混ぜたハイブリッド武道を
つくりあげ、広範囲にわたる障害を抱えた人々が参加をしてリハビリテーションおよび肉体面・
精神面での健康のために最適な技の組み合わせを見つけることを可能にした。 
Johansen 氏によると、リハビリテーションの面では、一つの武道を習うだけでは最大の効
果を得ることは恐らく難しいとのことだ。障害を持つ人たちのためのトレーニングメニューでは個
人に合わせて技術を改変することが必要とされる。指導者も生徒/患者も一定の伝統的慣
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習を乗り越えるために開かれた考え方を持つ必要がある。また、武道のトレーニングでは常に
いつ起こるともわからない危険がつきものである。このことから、障害者が武道をする上で個
人がケースバイケースで適応することが必要不可欠であり、生徒のそばでの絶え間ない監視
と、限界と変化を把握して指導することが必須である。 
Johansen は、可能な限り医療の専門家と緊密な協力体制をとりながら訓練を行うこと
が最適だと認めている。しかしながら、Johansen 氏は武道の世界に手を出した当初からす
ぐさま障害者が率先的武道トレーニングを通して身体健康、体力、社会的相互作用、自
尊心を向上させることのできる可能性について気付いた。 
 
【障害者のための武道に対する政府および Educational支援】 
 ABCD (障害者のための武道カルチャー協会) の設立後、Johansen 氏は障害者のた
めの武道の潜在的恩恵に対する支援と理解を獲得すべく積極的に活動してきている。
人々の反応は様々だ。大多数の武道家、地方自治体、学校関係者は非常に好反応だっ
た。しかしながらスウェーデンの中央政府からの支援は今のところ熱意がない。 
 Johansen氏は現在、地域社会の道場で需要に合わせて使用することのできる指導モデ
ルを統合するための共同研究のシステムをルレオ工科大学（LTU）と共に立ち上げることに
従事しており、同じく、理学療法士と医師がれっきとしたリハビリテーションの手段として武道を
使用することについての可能性を探っている。この目的のために、ルレオ工科大学は身体的
および精神的障害を持つ全ての年齢の人たちのためのリハビリテーションとしておよび高齢者
の健康維持の手段としての武道の可能性について研究の先頭に立っている。 
 Annika Naslund 博士（ルレオ工科大学 Health Sciences 学部 Health and 
Rehabilitation 学科）がルレオ工科大学においてこの研究分野で先頭を切っている主な
人物で、調査されている手段の一つが、身体教育学部の学生に対して、地域社会に住む
身体的および精神的障害を持つ人々に特定のハイブリッド武道を指導するための技術を教
え込むというものである。ルレオ工科大学の研究者は、特にリハビリテーションの手段としての
武道の抱える異なる問題について、運動制御、健康、自己効力感と参加、サービスラーニ
ングに関連したソーシャル・イノベーションなど、様々な観点から取り組んで調査している。 
 この革新的研究分野が発展しながらもいまだに克服すべき問題がいくつも存在する。適正
な人数のスタッフを雇うために政府の補助金を獲得すること、そして日本における適切および
真剣な研究協力者を探すことが現時点での主な問題点である。 
 
【考察】 
以下のグラフは Johansen 氏および Naslund 博士が開発した研究モデルだ。サービス
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ラーニング・モデルにおける武道使用についての研究およびその適用はまだ全く初期の段階に
はあるが、日本の伝統文化の一つがスウェーデンにおける身体的および精神的障害者のリハ
ビリテーション需要を解決するのに適した別の形に改変されている点は興味深い。この種の
研究は日本だと国際武道大学、国士舘大学、および民間道場の小グループにおいて小規
模で行われている。しかし、現時点で日本にはこの研究を統合する統一団体は存在しない。 
 
 
Johansen 氏および Naslund 氏による研究モデル 
 
日本では 2012 年 4 月より武道が中学の体育の授業で必修科目となったが、学校での
初等教育としての武道は学生に日本の伝統文化と礼儀作法への理解およびグローバル社
会における日本人としての一体感を授けるものである。しかしながら、大部分において、教育
と しての武道には大いに深遠で未開拓、かつこれまで完全に見過ごされてきた側面が存在
する。心と身体を鍛える手段として有効であるとしばしば宣伝されるものの、一般的に武道
は健常者のための領域だと憶測されている。障害者にとって武道は危険すぎると幅広く考え
られている。この憶測は、身体的および精神的能力に関わらず武道が全ての人間の人生を
改善できるという可能性を見落とした由々しき問題である。 
体育大学の卒業生で武道を専攻する者は就職の機会が大変限られている。中でも、日
本全土における入学者数の減少が原因で、武道専攻学生の体育教師としての就職機会
がほとんどないが、これは今日までこのような学生にとって重要なキャリアの道であった。しかし
ながら、日本の大学において武道のサービスラーニング・モデルを武道または体育専攻の学
生に対して実施することにより伝統的武道のリハビリテーション的可能性に対する興味をかき
立てるだろう。これは、日本での平均年齢が継続して増加する（現在は 46 歳）に連れて
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ますます重要な役割となるだろう。この意味で、皮肉なことに、スウェーデンは日本より先に武
道のこの可能性について気付いている。この興味深いサービスラーニング実験に関するスウェ
ーデンのデータを照合した後の私の感想は、まだ初期段階ではあるとしても、日本は、自国
の文化の持てる可能性についてこのモデルから多くを学ぶことができるが、これはしばしば「伝
統」という自主制限により動きが取れなくなってしまっているということである。 
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８章 サービスラーニングのモデル化 
 
久保田賢一（関西大学総合情報学部） 
 
本年度は、ａ）異文化間で協調しながら活動する力、ｂ）英語コミュニケーション力、
ｃ）地球的視野で考える力、の育成に向けてアジアと連携したサービスラーニングを実践し
てきた。具体的には、フィリピンのブラカン、アンヘレスにおけるサービスラーニング、カンボジアの
シェムリアップにおけるサービスラーニングを展開してきた。本章では、本プログラムによって明ら
かになったサービスラーニングを実施する上で重要な要件をまとめ、サービスラーニングのモデ
ルとして提示する。 
 
８．１．サービスラーニングのデザイン 
 本取組では、複数の異なるサービスラーニング実践を同時並行で実施し、デザインモデル
を検討してきた。その結果、実践に共通する「ミクロなデザイン」と、実践間の連結を想定し
た「マクロなデザイン」の両面をデザイン対象とすることが重要であることが分かった。 
 
８．２．サービスラーニングのミクロなデザイン 
 本取組では、３つのサービスラーニングの教育実践を試行してきた。それらの教育実践に
おいて、共通して学生の学習を支える４つのデザイン要件を以下に提示する。 
 
①「事前学習－現地活動－事後学習」のプロセスと通した連続的な指導をすること 
 本サービスラーニングでは、単に学生が現地で活動するのを支援するだけではなく、事前・
事後に学習の機会を設け、より一層現地での活動を促すような工夫をした。事前・事後学
習はイベント的に行うのではなく、15 回（事前・事後合わせて計 30 回）の授業を連続的
に行い、現地での活動と結びつけることで年間を通した学習の場へと変化した。 
 このことから、サービスラーニングを展開する際には「サービス」だけに焦点を当てるのではなく、
ラーニングを長期スパンの視点から捉え、継続的に学習の場を設けて学生を支援していく必
要性が明らかになった。 
②学生が主体的になれる場を設けること 
 サービスラーニングは、学生が現地の人々との協働を通して主体的に学習する場である。
しかしながら、現地に赴くだけでは、学生が積極的に現地の人々とコミュニケーションを取り、
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主体的に学ぶことができるとは限らない。何故なら、学生が大学で受けている授業は講義
型が中心であり、自ら主体的に活動に参加したり仲間と問題解決したりする機会が十分に
設けられていないからである。そのため、現地の人々とどのようにコミュニケーションを取ればよ
いのかがわからず、主体的に活動に関わることができぬまま、海外での活動を終えてしまう学
生も少なくない。 
 そういった問題意識から、本プログラムでは学生が現地での主体的な活動にうまく関わるこ
とができるよう、事前・事後学習においてもワークショップ型の活動を多く取り入れ、「主体的
に関わる活動」を学生一人ひとりが体験できるように工夫をした。具体的には、学生を複数
のグループに分け、各グループが 15 回の授業の中で必ず一度はワークショップの計画・実施
を担当するようにした。こうすることによって、単に参加型のワークショップに参加するだけでなく、
ワークショップを企画することを通して他者の主体性を促す方法やワークショップの運営など、
「主体的に関わる・学ぶ」という活動を俯瞰的に捉える力を身に着けることができるようになっ
た。 
 事前学習において、多くの学生は主体的に関わることに困難を感じていた。しかしながら、
ワークショップ型の活動を数多く体験することで、徐々に主体的に関わる方法を模索しはじ
め、結果的には現地を訪問した際には学生全員が主体的に関わることができた。このことか
ら、サービスラーニング全体のプログラムの中で、常に学生が主体的に活動に関わることので
きる機会や場を設定する必要性が明らかになった。 
③語学学習を事前－事後学習に盛り込み、現地での活動に繋げること 
 本年度は、語学力（英語）の向上にも重点を置いた。語学力は、これからのグローバ社
会を生き抜く上で、無くてはならないものである。語学学習が十分でなければ、現地でのコミ
ュニケーションがままならず、活動に十分に参加することができない。 
本プログラムでは、ネイティブ講師による実践的英語コミュニケーション力育成の授業を事前
学習と事後学習に盛り込み、現地での活動や現地で習得した英語能力がより定着するよ
うに工夫した。語学学習に重点を置いた活動に一年間を通して取り組むことで、学生は英
語を話すことに対して自信を持ち、現地での活動や報告書の作成など、全ての活動に対し
て積極的に取り組むことができた。大学生にもなれば相手の会話の内容は挨拶や世間話
の域にとどまらず、自国の文化や習慣、時には政治や歴史の話など、難易度の高いトピック
が取り上げられる。現地の人々と取るコミュニケーションを充実させる上で、事前・事後学習
は重要な意味をもっていた。 
本プログラムでは、語学学習を事前‐事後学習に盛り込み、現地での活動に繋げることを
通して学生の語学力を向上させることが、海外と連携したサービスラーニングを実施する上で
重要になることが、明らかになった。 
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④１年間の全ての活動に、現場との繋がりを埋め込む 
 これまでのサービスラーニングにおいても、事前学習や事後学習は行われてきた。しかしな
がら、日本国内で行う事前・事後学習は現地との繋がりをもたせることが難しく、学生のモチ
ベーションが低下したり、学習に取り組む意味が見いだせなかったりするといった問題が指摘
されてきた。本プログラムでは、SNS やテレビ会議システムを用いることで事前・事後学習に
おいて常に現地との繋がりをもたせ、そこでの学習が全て相手との関係性に影響するように、
工夫した。 
 例えば、事前学習では SNS を使って学生と現地の人々が参加するグループを作成し、ア
イスブレイキングを行った。具体的には写真を使ってお互いに自己紹介をしたり、文化につい
て質問をしたりした。また、事後学習では報告書や動画作成の過程でテレビ会議の機会を
設け、現地との関わりを維持する中で活動のまとめを現地の人々と一緒に行った。 
 このように、活動のプロセスにおいて現場との繋がりを埋め込むことは、学生に活動の意義
を実感させる。単なる写真や動画の作業も、現地での協働相手と共に制作するためのもの
であれば、真剣に取り組み始める。本プログラムでは、ICT を活用することで現場との関わり
を維持し、学生の事前・事後学習に対するモチベーションは向上した。このことから、サービス
ラーニングにおいては常に「現場との繋がり」を活動に埋め込む必要があることが、明らかにな
った。 
 
８．３．サービスラーニングのマクロなデザイン 
 本取組では、実践の内容や継続性といった質の異なるプログラムを取り上げ、試行とデザ
インモデルの構築を試みた。その結果、それらを個別の実践として切り離しデザインモデルを
構築するのではなく、連続した一つのまとまりとして理解し、デザインすることでより教育効果
を高めることができると考えられる。 
 本取組では、３つのプログラムを対象にデザインを試行したが、筆者は並行してフィリピン小
学校支援プロジェクト（PESP）のデザインにも取り組んできた。その実践から得た知見も含
めてマクロなデザインについて検討する。まず、筆者が取り組んできた、フィリピン小学校支援
プロジェクト（PESP）について概要を紹介する。次に、本取組で展開した３つの事例と
PESP をまとめた表を示しその特徴について示す。最後に、それらの実践を連結したマクロな
デザインについて示す。 
 
８．３．１．フィリピン小学校支援プロジェクト（PESP） 
 大学院生が立ち上げた、2006 年から始まったプロジェクトである。毎年、夏休みと春休み
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の 2 回、10 名程度の学生が 2，3 週間フィリピンに滞在し、現地でさまざまな活動をする。
主な活動は、小学校教員に対してパソコンを活用した授業をするための方法を研修で教え
ることである。大学院生と学部生が協働して取り組むだけでなく、ブラカン大学の学生とも連
携を取り、研修はマロロス市内にある小学校を中心に行っている。ブラカン大学の教員と調
整をし、研修をおこなう小学校と打ち合わせをしたりするため、英語コミュニケーション能力と
交渉力が求められる。 
主な活動は、小学校教員に対して授業でのパソコンの効果的な使い方に関する研修を
おこなう。プレゼンテーション・ソフトを使い教材を作る。教室ではプロジェクターを使い提示し、
児童の興味をわくような利用方法を提案することである。 
 活動は、ブラカン大学の学生と協働しておこなう。2011，12 年度はフィリピン学生を受け
入れ、日本の小学校を見学し、どのようにパソコンが授業で使われているか調査し、今後の
活動に生かすための方法を探る。短期留学の奨学金を受けることができた。 
 活動は、相手のニーズに沿ったものであるとともに、学生が提供できるもの、総合情報学部
の特徴を生かし、コンピュータ関連の教育が中心であった。小学校での研修のほか、大学の
日本語クラスで日本文化を紹介したり、学校に行かない子供たちを支援している NGO の
活動に参加したりしている。 
 
８．３．２．実践の特徴の比較 
 各教育実践の特徴を比較するために、表にして各実践をまとめた。これらの表から分かる
ことは、実践ごとに目指すべき達成目標の程度といった活動の内容、目標の達成に向かう
ための活動の継続性が異なることが分かる。こうした実践ごとに異なる特徴を個々に切り離
すのではなく、それぞれの特徴を活かし一つの教育実践として連結してデザインすることが重
要であると筆者は考える。 
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８．３．３．マクロなデザインのモデル 
 今回の研究では、４つの教育プログラムについて調査をおこなった。これらのプログラムを整
理する枠組みとして、二つの軸を作った。ひとつはプログラムの内容の軸であり、もうひとつは
継続性の軸である。プログラムの内容は、パッケージ型と学習者主体型の二つの極があり、
継続性は単年度型と複数年度型の極をおき、内容ではスタディツアー型と学習者主体型
の二つに分ける（図参照）。PCP は、パッケージ・単年度型に分けられる。プログラムはパッ
ケージ化され、参加者は大学内で一般に公募され、用意されたプログラムに沿って活動をお
こなう。一度参加した学生は、次年度に指導者として参加する場合もあるが、活動の内容
は変わらない。 
それに対して、PESP と CCAP は、学習者主体・複数年度型に相当する。両プログラムと
も、一般に公募をしないが、参加者は口コミやゼミを通してプログラムを知り、自主的に参加
してくる。活動内容は、参加者の話し合いと相手国で協働する組織との間で調整が行われ、
活動内容が決められていく。現地での活動は、年に２回出かけて行われるために、参加者
は複数回現地活動に参加することになる。日本にいる間も現地の様子をモニタリングしたり、
ネットを介してさまざまな活動を継続したりする。学習者の責任と意思に基づいて行われるた
め、高度な交渉技術や英語コミュニケーション力が求められる。参加者は、活動を通してそ
れらの能力を身に着けていくことになる。3 年から参加する学生が多いため、途中でやめない
限り、３～４回の現地参加をおこなっている。特に、これらのプログラムは活動内容が相手
組織との協働で行われるため、大学院生の参加が重要な鍵になる。 
この二つの類型の間に入るのが、PFS である。パッケージ型では、主催者がプログラムの内
容を事前に用意し、学習者はそのプログラムに参加する。PCP がこれに該当する。PCP は、
専門演習の活動の一環としておこなわれるため、基本は単年度型である。しかし、毎年継
続して行われており、２名から４名の一度参加した上位年度の学生が支援をするために参
加する。また、活動の内容は参加者が自主的に決めることになっているが、先輩からのアドバ
イスのもとにおこなうため、大枠は毎年似たような内容になっている。しかし、参加する学生は
自分たちで訪問先や活動内容を決めたという強い意識を持っている。 
 図の表の右下の部分は、学習者主体・単年度型であるが、初めて参加する学生に自主
的に計画を立てさせることは現実的ではない。また、左上のパッケージ・複数年度では同じ
内容の活動を何度も繰り返しているプログラムへの参加はあまり面白みを感じられないだろう。 
 これらのプログラムへの参加は、パッケージ・単年度型のプログラムに参加した学生が、海外
に興味を持ち、さらに高度な活動をしたいという意欲のもと学習者主体・複数年度型のプロ
グラムにステップアップしていく方向性が望ましいのではないかと考える。 
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サービスラーニングのマクロなデザイン 
 
８．４．今後の課題 
 今回の取組を通してサービスラーニングのデザインを、ミクロ、マクロな視点からモデル化する
ことができた。しかし、これらの教育実践を大学教育の内部に位置づけ、より多くの学生に提
供していくためには、いくつかの課題も残されている。最後に、今後の課題と展望をまとめたい。 
【正規科目化による学生に対する正当な評価】 
本取組を通して、教育プログラムのモデルを作成することはできた。しかし、そのプログラム
を正規カリキュラムに位置づけ、単位認定をするまでには学内調整を行う必要がある。伝統
的なディシプリンに基づいて構成されている現状の学部教育システムは、「国際化」のミッショ
ンを持っておらず、そのため学部教育の中にサービスラーニングを位置づけ展開することは容
易ではない。サービスラーニングで学生は教室の外に飛び出し、教員のコントロール外で
様々な活動に取り組み経験を重ねながら学習していく。そうした教室での授業のような形で
進めることのできない不安を払拭することは容易ではなく、現状では学部内でのコンセンサス
を得ることが難しい。 
しかし、グローバル化に伴う大学外との連携は必須であり、学生に対して在学中から大学
外との連携の機会に参加させることは有意義な学習経験となる。こうした機会を学生に提
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供していくために、例えば、全学共通教育のシステムに組み込むことなどが考えられる。特定
の学部に依存しないプログラムとして位置づけることで、新しい教育システムを構築することが
できる可能性がある。他にも、学部や大学としてインターンシップ・プログラムの実施のような
形で、推し進めるなど、従来の教育システムに依存しない形態で、サービスラーニングを大学
教育の中に位置づけていくことが重要であろう。 
【リスクマネージメント】 
 大学外で行う教育実践で最も留意しなければならない事項の一つとして、リスクマネージメ
ントがある。サービスラーニングでは、事故や病気があった際、その対応と責任問題について
の不安が大学には伴う。サービスラーニングにおいて大学は、積極的に学生を現地の人たち
と関わらせ自律的に問題解決させることを推奨しなければならない反面、リスクに備えて学
生の行為を制約しなければならないというジレンマに直面することになる。 
 学生の自主性を尊重しながらも、不測の事態に備え大学は様々なリスクマネージメントを
行う必要があるだろう。例えば、本取組のプログラムでも必ず実施したような学生に対するリ
スクマネージメント講座を行うことが挙げられる。しかし、そうした講座を行ったとしても不測の
事態が生じることがある。そうした事態に備え、渡航国の日本大使館との良好な関係を構
築しておくことや、けがや病気があった際に信頼できる医療機関の情報を常に持っておくこと、
大学として保険会社と交渉しサービスラーニングに適した保険を用意することなどがあるだろう。 
【サービスラーニングの実施・運営体制】 
学生の自主性、自発性を大切にするサービスラーニングは、教育実践が開始される事前
にすべてを計画し、それを実行するような、教室内の教育実践とは異なるため、担当する教
員には高度な柔軟性が求められる。本取組では、これまでもサービスラーニングに取り組んで
きた教員が実施したため、プログラムの実施・運営体制に関する問題点は浮き彫りにはなら
なかったが、同様の実践を経験のない教員ができるわけではない。 
サービスラーニングを初等中等高等教育で積極的に推進するアメリカでは、サービスラーニ
ングを専門とする担当教員が配置されていることが多い（Kapustka 2003）。サービスラ
ーニングを一つの専門分野として位置づけ、専門教員の配置など、全学的に推進する体制
が今後必要になってくると考えられる。 
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